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春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位

│
│『
左
伝
』
に
見
え
る
「
立
」「
即
位
」「
葬
」
と
新
君
誕
生
の
認
識
と
の
関
係
か
ら
│
│

水

野

卓

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
私
は
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
、
つ
ま
り
土
地
や

人
民
を
保
有
し
、
か
つ
支
配
す
る
際
の
拠
り
ど
こ
ろ
の
解
明
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
統
治
権
は
「
現
君
の
身
柄
」
と
「
祖
先
の
霊
威
」

と
か
ら
な
る
「
君
位
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
統

治
権
の
比
重
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
く
る
こ
と
を
見
出
し
て

き
た
（
１
）
。
こ
の
よ
う
に
統
治
権
の
実
態
に
は
あ
る
程
度
迫
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
の
、
そ
も
そ
も
国
が
国
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、

統
治
権
と
い
う
も
の
が
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
点
を
解
明

す
る
こ
と
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
統
治
権
が
「
君

位
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
結
論
か
ら
す
れ
ば
、

「
君
位
」
と
「
君
位
」
と
を
つ
な
ぐ
部
分
が
ど
の
よ
う
に
埋
め
合

わ
さ
れ
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
わ
け
だ
が
、
例
え
ば
、
齋
藤
道

子
氏
の
「
統
治
権
は
国
君
の
身
柄
そ
の
も
の
に
集
約
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
指
摘
を
一
つ
の
手
が
か
り
と
す
れ
ば
（
２
）
、「
君
位
」
を

つ
な
ぐ
部
分
と
は
、
現
君
が
死
去
し
て
新
君
が
誕
生
す
る
過
程
、

つ
ま
り
新
君
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
か
と
い
う
君
主
の
即
位

時
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
中
国
古
代
史
に
お
い
て
君
主

の
即
位
に
関
す
る
検
討
は
、
統
治
権
の
本
質
を
探
る
意
味
で
も
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
特
に
漢
代
に
お
け
る
皇
帝
の
即
位
儀
礼
に

関
し
て
は
、
西
嶋
定
生
・
尾
形
勇
・
金
子
修
一
氏
ら
に
よ
る
重
厚

な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
（
３
）
。
ま
た
、
豊
田
久
氏
は
『
尚
書
』
顧
命
篇

や
青
銅
器
銘
文
の
検
討
を
通
し
て
、
周
王
の
即
位
儀
礼
を
探
っ
て

お
り
、
近
年
で
も
平
�
�
郎
氏
が
年
代
矛
盾
の
解
消
作
業
を
通
し

て
、
即
位
と
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
称
元
法
の
問
題
を
取
り
上

げ
る
な
ど
、
中
国
古
代
の
即
位
及
び
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
問
題
は

依
然
と
し
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
（
４
）
。

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位

一
九
（
一
九
）



こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
春
秋
時
代
の
即
位
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
周
代
や
漢
代
の
即
位
を
議
論
す
る
際
の
一
部
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
専
門
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
に
な
っ
て
、
小
林
伸
二
氏
に
よ
り
春

秋
時
代
の
即
位
を
専
門
的
に
取
り
上
げ
た
論
が
展
開
さ
れ
た
（
５
）
。
小

林
氏
は
、
平
�
氏
の
所
説
を
、�『
春
秋
』
が
踰
年
称
元
法
で
並
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
�
と
理
解
さ
れ
た
よ
う
で
、

『
春
秋
』
に
見
ら
れ
る
魯
の
君
主
と
他
国
の
君
主
の
即
位
記
事
を

検
討
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
魯
の
君
主
に
つ

い
て
は
、
定
公
が
六
月
に
即
位
し
、
そ
れ
が
柩
前
即
位
で
あ
る
こ

と
か
ら
、『
春
秋
』
に
記
さ
れ
た
「
薨
」
後
の
時
点
こ
そ
が
魯
の

新
君
即
位
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
ま
た
「
元
年
春
正
月
、

公
即
位
」
と
い
う
記
事
を
、
平
�
氏
が
踰
年
称
元
法
の
根
拠
と
し

て
い
る
と
考
え
て
取
り
上
げ
、
こ
れ
が
即
位
し
て
初
め
て
迎
え
る

正
月
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
他
国
の

君
主
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
春
秋
』
に
見
ら
れ
る
「
某
子
」
と

い
う
表
現
が
未
踰
年
の
君
主
を
指
す
と
い
う
後
世
の
注
釈
家
の
解

釈
に
疑
問
を
は
さ
み
、
踰
年
し
て
い
な
く
と
も
「
〜
公
」

「
〜
侯
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
年
内
で
も
爵
位
が
示
さ
れ
て
い
る

事
例
か
ら
、「
某
子
」
と
は
諸
侯
で
は
な
い
も
の
の
国
君
の
代
理

者
の
意
味
で
あ
る
と
し
、
魯
の
君
主
・
他
国
の
君
主
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
踰
年
称
元
法
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。

小
林
説
は
、
春
秋
時
代
の
即
位
に
関
す
る
近
年
で
は
ほ
と
ん
ど

唯
一
の
専
論
と
し
て
、
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
平
�
説

へ
の
「
反
論
」
と
し
て
、『
春
秋
』
が
踰
年
称
元
法
の
理
念
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
編
年
記
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
点

や
、
踰
年
即
位
の
問
題
と
踰
年
称
元
法
の
問
題
と
が
混
同
さ
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
は
、
や
や
問
題
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
（
６
）
。

さ
ら
に
、
氏
の
検
討
は
、『
春
秋
』
と
い
う
史
料
の
記
述
範
囲

内
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
「『
春
秋
』
の
史
料
性
の

一
側
面
」
を
探
る
こ
と
や
「
国
際
社
会
で
の
諸
侯
外
交
を
理
解
す

る
」
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
氏
自
身
も
課
題
と
し
て

い
る
よ
う
に
、
同
じ
く
春
秋
時
代
の
史
実
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

と
さ
れ
る
『
春
秋
左
氏
伝
』（
以
下
『
左
伝
』
と
略
す
）
に
お
け

る
即
位
に
関
す
る
記
事
の
検
討
や
、
そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
即
位
の
具
体
的
な
状
況
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と

い
っ
た
問
題
に
関
し
て
は
、
更
な
る
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、『
左
伝
』
に
お
け
る
即
位
記
事
を
調
べ
る
こ
と
で
、

春
秋
時
代
の
各
国
に
お
い
て
新
君
の
誕
生
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
て
い
た
の
か
を
探
り
、
そ
こ
か
ら
統
治
権
の
継
続
性
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
つ
つ
、
君
主
の
即
位
に
関
す
る
周
代
と
漢
代
と
の
間

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

二
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（
二
〇
）



の
空
白
を
埋
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
な
お
基
本
的
な
史
料
と
し

て
は
『
左
伝
』
を
用
い
る
た
め
、
記
事
を
引
用
す
る
場
合
は
特
に

断
り
の
な
い
限
り
は
伝
文
、
つ
ま
り
『
左
伝
』
か
ら
の
引
用
で
あ

り
、『
春
秋
』
か
ら
の
場
合
は
＊
公
＊
年
経
と
記
す
。
ま
た
引
用

文
中
の
〔

〕
は
筆
者
に
よ
る
補
足
を
、（

）
は
同
じ
く
筆
者

に
よ
る
説
明
を
意
味
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
稿
で
用
い
る
�
即

位
�
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
今
回
は
『
左
伝
』
に
記
さ
れ
た
即
位

に
関
す
る
語
句
の
意
味
・
内
容
を
探
る
た
め
、『
春
秋
』『
左
伝
』

中
の
語
句
と
し
て
は
即
位
、
そ
れ
を
本
文
で
引
用
す
る
場
合
に

は
「
即
位
」
と
記
す
こ
と
と
し
、
新
君
と
な
る
た
め
に
「
君
位
」

に
即
く
、
あ
る
い
は
そ
の
た
め
に
行
わ
れ
る
一
連
の
儀
式
を
指
す

現
代
語
の
�
即
位
�
と
は
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お

断
り
し
て
お
く
。

第
一
節
『
左
伝
』
に
見
え
る
「
立
」
と
「
即
位
」

『
左
伝
』
の
即
位
に
関
す
る
記
述
を
考
え
る
に
あ
た
り
、「
は
じ

め
に
」
で
も
触
れ
た
小
林
氏
が
『
春
秋
』
の
中
で
注
目
し
た
語
を

ま
ず
は
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
う
。
氏
は
『
春
秋
』
に
見
え
る

即
位
の
記
述
に
つ
い
て
、
魯
の
君
主
に
関
し
て
は
、

桓
公
「
元
年
、
春
、
王
の
正
月
、
公
、
即
位
す
」

（
桓
公
元
年
経
）

哀
公
「
元
年
、
春
、
王
の
正
月
、
公
、
即
位
す
」

（
哀
公
元
年
経
）

と
あ
る
よ
う
な
「
即
位
」
の
語
を
取
り
上
げ
、
ま
た
他
国
の
君
主

に
関
し
て
は
、

衛
「
冬
十
有
二
月
、
衛
人
、
晋
（
宣
公
）
を
立
つ
」

（
隠
公
四
年
経
）

周
「
尹
氏
、
王
子
朝
を
立
つ
」（
昭
公
二
三
年
経
）

と
あ
る
よ
う
な
「
立
」
の
語
に
着
目
し
た
。
小
林
氏
は
こ
の
二
つ

の
語
を
ど
ち
ら
も
新
君
の
即
位
を
示
す
語
と
し
て
検
討
を
進
め
て

い
る
が
、『
左
伝
』
の
中
で
こ
れ
ら
の
語
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
る
か
を
ま
ず
は
見
て
み
よ
う
。

『
左
伝
』
に
は
「
立
」
と
「
即
位
」
の
語
が
数
多
く
見
ら
れ
る

が
、
回
想
の
場
面
や
即
位
す
る
予
定
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、

あ
る
い
は
隠
公
元
年
の
冒
頭
に
「
元
年
、
春
、
王
、
周
の
正
月
。

即
位
を
書
せ
ざ
る
は
摂
な
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
春

秋
』
経
文
の
解
釈
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
の
前
に
魯
の
隠
公
の
「
立
」
に

至
る
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歴
代
の
注
釈
者
を
始
め

と
し
て
、
春
秋
時
代
の
即
位
に
言
及
す
る
人
々
は
、
こ
こ
の

「
立
」
と
「
即
位
」
と
を
整
合
的
に
解
釈
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位

二
一
（
二
一
）



れ
は
あ
く
ま
で
隠
公
を
中
心
と
し
た
魯
の
君
主
の
み
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
た
議
論
で
あ
り
、
こ
こ
に
固
執
し
て
は
春
秋
各
国
全
体
の

状
況
は
見
出
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
本
稿
で
は
、
春
秋
時
代
の
即
位

の
具
体
的
な
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
た
め
、

実
際
に
「
立
」
や
「
即
位
」
を
行
っ
た
君
主
で
、
し
か
も
経
文
解

釈
で
は
な
い
「
立
」
と
「
即
位
」
の
語
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
（
７
）
。

そ
こ
で
、
後
で
検
討
す
る
「
葬
」
も
含
め
て
、
そ
の
前
後
関
係
を

ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
（
表
１
参
照
）。
こ
こ
か
ら

「
立
」
の
語
は
七
一
例
確
認
で
き
、

魯
「
冬
、
十
月
己
未
、
共
仲
、
圉
人
犖
を
し
て
、
子
般
を

党
氏
に
賊
せ
し
む
。
成
季
、
陳
に
奔
る
。
閔
公
を
立
つ
」

（
荘
公
三
二
年
）

魯
「
武
子
、
聴
か
ず
、
卒
に
之
（
昭
公
）
を
立
つ
」

（
襄
公
三
一
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、『
左
伝
』
で
は
他
国
の
君
主
ば
か
り
で
な
く
、

魯
の
君
主
に
対
し
て
も
「
立
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
一
方
、

「
即
位
」
の
語
を
見
る
と
二
四
例
確
認
で
き
、

鄭
「
荘
公
、
即
位
す
る
に
及
び
、〔
武
姜
〕、
之
（
共
叔

段
）
が
為
に
制
を
請
へ
り
」（
隠
公
元
年
）

斉
「
斉
の
簡
公
の
魯
に
在
り
し
や
、
�
止
、
寵
有
り
き
。

即
位
す
る
に
及
び
、
政
を
為
さ
し
む
」

（
哀
公
一
四
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、『
左
伝
』
で
は
魯
の
君
主
ば
か
り
で
な
く
、
他

国
の
君
主
に
つ
い
て
も
「
即
位
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

つ
ま
り
『
春
秋
』
で
書
き
分
け
ら
れ
て
い
た
「
立
」
と
「
即

位
」
の
語
が
、『
左
伝
』
で
は
魯
の
君
主
・
他
国
の
君
主
の
区
別

な
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
「
立
」「
即
位
」
の
語
を

す
べ
て
合
わ
せ
た
九
五
例
と
い
う
数
字
は
、『
春
秋
』
に
比
べ
、

か
な
り
新
君
の
即
位
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ

か
ら
も
『
左
伝
』
か
ら
春
秋
時
代
の
即
位
を
検
討
す
る
こ
と
に
は

意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
立
」
の
語
が
他
国
の
君
主
に
限

定
さ
れ
ず
、「
即
位
」
の
語
が
魯
の
君
主
に
限
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
は
、『
左
伝
』
で
は
こ
の
両
者
を
特
に
区
別
す
る
こ
と

な
く
、
ど
ち
ら
も
同
じ
新
君
の
即
位
を
示
す
語
と
し
て
捉
え
て
も

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
表
１
を
見
て
も
「
立
」
と

「
即
位
」
と
が
と
も
に
記
さ
れ
る
事
例
は
少
な
く
（
表
１
○
印
参

照
）、
ま
た
、

「
衛
人
、
公
子
晋
を
�
よ
り
逆
ふ
。
冬
、
十
二
月
、
宣
公
即

位
す
。
書
し
て
衛
人
、
晋
を
立
つ
と
曰
ふ
は
、
衆
な
れ

ば
な
り
」（
隠
公
四
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
立
」
と
「
即
位
」
と
は
代
替
可
能
で
は
な
い

史
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か
と
思
わ
れ
る
事
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
こ
こ
に
見
え
る

「
立
」
は
、
そ
の
前
に
「
書
し
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先
ほ
ど
も

述
べ
た
経
文
の
解
釈
で
あ
る
た
め
、「
立
」
と
「
即
位
」
と
が
通

用
す
る
と
は
言
い
が
た
い
。
む
し
ろ
、

「
宣
子
、
趙
穿
を
し
て
公
子
黒
臀
（
成
公
）
を
周
に
逆
へ
し

め
て
之
を
立
つ
。
壬
申
、
武
宮
に
朝
す
…
〔
晋
の
〕
成
公

の
即
位
す
る
に
及
び
…
」（
宣
公
二
年
）

「
冬
十
月
丁
卯
、
之
（
悼
公
）
を
立
つ
。
将
に
盟
は
ん
と

す
…
諸
（
荼
）
を
野
幕
の
下
に
殺
し
、
諸
を
殳
冒
淳
に
葬
る

…
〔
八
年
〕
斉
の
悼
公
の
来
た
る
や
、
季
康
子
、
其
の
妹
を

以
て
之
に
妻
は
す
。
即
位
し
て
之
を
逆
ふ
」

（
哀
公
六
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
一
人
の
君
主
に
対
し
て
「
立
」
と
「
即
位
」
と

が
書
き
分
け
ら
れ
、
か
つ
ど
れ
も
先
に
「
立
」、
後
に
「
即
位
」

と
記
さ
れ
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
に
私
は
注
目
し
た
い
。

仮
に
「
立
」
と
「
即
位
」
と
が
通
用
し
、
同
じ
意
味
を
持
つ
と
す

れ
ば
、
書
き
分
け
が
な
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
や
は
り
「
立
」
と

「
即
位
」
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
わ
ざ
わ
ざ
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ

の
証
拠
に
、
例
え
ば
「
立
」
で
は
そ
の
記
述
に
関
連
し
て
、

「〔
宋
の
〕
子
游
を
立
つ
。
群
公
子
は
蕭
に
奔
り
、
公
子
禦

説
は
亳
に
奔
る
。
南
宮
牛
・
猛
獲
、
師
を
帥
ゐ
て
亳
を
囲

む
」（
荘
公
一
二
年
）

「〔
斉
の
〕
易
牙
入
り
、
寺
人
貂
と
内
寵
に
因
り
て
以
て
群
吏

を
殺
し
て
、
公
子
無
虧
を
立
つ
。
孝
公
、
宋
に
奔
る
」

（
僖
公
一
七
年
）

「〔
�
の
〕
文
公
卒
し
、
�
人
、
定
公
を
立
つ
。
捷
�
、
晋

に
奔
る
」（
文
公
一
四
年
）

「
公
、
疾
む
。
国
恵
子
・
高
昭
子
を
し
て
荼
を
立
て
し
め
、

群
公
子
を
莱
に
�
く
。
秋
、
斉
の
景
公
卒
す
。
冬
十
月
、
公

子
嘉
・
公
子
駒
・
公
子
黔
、
衛
に
奔
り
、
公
子
�
・
公
子
陽

生
、
来
奔
す
」（
哀
公
五
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
立
」
後
に
「
君
位
」
を
争
っ
て
い
た
対
立
者

の
出
奔
が
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
（
８
）
、「
即
位
」
で
は
そ
の
よ

う
な
事
例
が
一
つ
も
見
当
た
ら
ず
、
一
方
、「
即
位
」
の
記
述
に

関
し
て
は
、

「
宋
の
襄
公
即
位
し
、
公
子
目
夷
を
以
て
仁
と
為
し
、
左

師
と
為
り
以
て
政
を
聴
か
し
む
」（
僖
公
九
年
）

「〔
宋
の
〕
文
公
即
位
し
、
母
弟
須
を
し
て
司
城
た
ら
し
む
。

華
�
卒
し
て
、
蕩
�
を
し
て
司
馬
た
ら
し
む
」

（
文
公
一
六
年
）

「〔
晋
の
〕
平
公
即
位
す
。
羊
舌
�
を
傅
と
為
し
、
張
君
臣

春
秋
時
代
の
諸
侯
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表１ 『左伝』に見える「立」（７１例）・「即位」（２４例）・「葬」（４７例）

国名 年 君主 立（擁立者） 即位（擁立者） 葬（先君）

魯 先経伝 隠公 先経伝（？） × 隠元年冬１０月改葬（恵公）
鄭 隠公元年 荘公 × ？（なし） ×（武公）
◇宋 隠公３年 殤公 × ８月（自立） ＊１２月（穆公）
衛 隠公３年 桓公 ？（？） × ×（荘公）
衛 隠公４年 州吁 春（自立？） × ×（桓公？）
◇衛 隠公４年 宣公 × １２月（衆？） 隠５年夏４月（桓公）
晋 隠公５年 哀侯 秋（周王） × ×（鄂侯）
○魯 隠公１１年 桓公 １１月（公子羽父） 桓元春（なし） ×（隠公）
宋 桓公２年 荘公 ？（華父督） × ×（殤公）
晋 桓公８年 緡 冬（周王） × ×（小子侯）
△鄭 桓公１１年 昭公 夏（祭仲） × ＊秋７月（荘公）
鄭 桓公１１年 �公 “９月”（祭仲） × ×（昭公：出奔） ※１
衛 桓公１６年 公子黔牟 １１月 × ×（恵公：出奔）

（左公子泄・右公子職）
鄭 桓公１７年 公子	 “１０月”（高渠弥） × ×（昭公）
鄭 桓公１８年 鄭子 ７月（祭仲） × ×（子	）
周 荘公３年 荘王 × × ５月（桓王）
衛 荘公６年 恵公 × 夏（なし） ×（宣公）
斉 荘公８年 無知 冬１２月 × ×（襄公）

（連称・管至父）
宋 荘公１２年 子游 秋（南宮萬） × ×（閔公）
宋 荘公１２年 桓公 冬１０月 × ×（子游）

（蕭の叔大心，先君の族）
楚 荘公１８年 文王 × ？（なし） ×（武王）
楚 荘公１９年 杜敖 × × 夏６月（文王）
周 荘公１９年 子頽 冬（衛・燕） × ×（？）
△晋 荘公２８年 奚斉 夏（驪姫・二五） × ×
魯 荘公３２年 子般 × ８月（なし） ×（荘公）
△魯 荘公３２年 閔公 冬１０月（共仲） × 閔元年夏６月（荘公）※２
魯 閔公２年 僖公 秋８月（成季） × ？（閔公）
衛 閔公２年 戴公 ？（宋の桓公） × ×（懿公）
許 僖公４年 僖公 × × 秋（穆公）
△晋 僖公９年 公子卓 １０月（荀息） × １０月（献公）
宋 僖公９年 襄公 × ？（なし） ×（桓公）
晋 僖公１０年 恵公 夏４月 × ×（公子卓？）

（周公忌父・王子党・斉の隰朋）
斉 僖公１７年 武孟 冬１０月 × ×（？）

（易牙・寺人貂）
△斉 僖公１８年 孝公 夏５月（宋の襄公） × 秋８月（桓公）
晋 僖公２３年 懐公 ９月（？） × ×（恵公）
衛 僖公２８年 公子瑕 冬（元
） × ×（？）
晋 僖公３３年 襄公 × × 夏４月（文公）

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

二
四
（
二
四
）



魯 文公元年 文公 × × 夏４月（僖公）
楚 文公元年 穆王 “１０月（？）” × ×（成王）
晋 文公６年 霊公 × × 冬１０月（襄公）
◇宋 文公７年 昭公 × 夏４月？（なし） 夏４月？（成公）
周 文公９年 頃王 × × ２月（襄王）
曹 文公１１年 文公 × ？（？） ＊冬（共公）
� 文公１２年 君 春（�人） × ×（？）
斉 文公１４年 舎 × 夏５月（なし） ×（昭公）
� 文公１４年 定公 ？（�人） × ×（？）
楚 文公１４年 荘王 ？（？） × ×（穆王）
★宋 文公１６年 文公 文１７年春 冬１１月（なし） ×（昭公） ※３

（晋・衛・陳・鄭）
斉 文公１８年 恵公 夏５月（斉人） × ×（懿公）
▲魯 文公１８年 宣公 冬１０月（襄仲） × ６月（文公） ※４
○晋 宣公２年 成公 “９月？”（趙盾） ？（なし） ×（霊公）
鄭 宣公４年 襄公 ？（鄭人） × 宣１０年改葬（霊公）
狄 宣公１５年 黎侯 “７月”（晋侯） × ×（？）
魯 成公元年 成公 × × ＊２月（宣公）
楚 成公２年 共王 × ？（なし） ×（荘王）
宋 成公２年 共公 × × ＊“成３年２月”（文公）
鄭 成公１０年 公子繻 ３月（子如） × ×（悼公）
鄭 成公１０年 僖公 ４月（鄭人） × ×（成公）
△晋 成公１０年 �公 ５月（晋） × 冬（景公）
△曹 成公１３年 成公 秋（自立） × 冬（宣公）
宋 成公１５年 平公 × × 秋８月（共公）
◎晋 成公１８年 悼公 春正月 ２月（なし） 正月（�公）

（欒書・中行偃）
� 成公１８年 宣公 × ？（？） ×（？）
魯 成公１８年 襄公 × × “１２月”（成公）
鄭 襄公７年 簡公 ？（子駟） × ＊襄８年夏（僖公）
衛 襄公１４年 剽 ？（衛人） × ×（定公）
晋 襄公１６年 平公 × 春（なし） 春（悼公）
◎斉 襄公１９年 荘公 ？（崔杼） 夏５月（なし） ＊冬（霊公）
斉 襄公２５年 景公 “５月”（崔杼） × ５月と襄２９年２月（荘公）
許 襄公２６年 悼公？ × × １２月（霊公）
楚 襄公２９年 �敖 × ？（なし） 夏４月（康王）
周 襄公２９年 景王 × × ？（霊王）
魯 襄公３１年 子野 ６月（？） × ×（襄公）
△魯 襄公３１年 昭公 “９月”（季武子） × “１０月”（襄公）
 襄公３１年 展輿 １１月 × ×（犂比公）

（自立？か先君＝犂比公）
楚 昭公元年 霊王 × ？（なし） ？（�敖）
滕 昭公３年 ？ × × ５月（成公）
秦 昭公６年 ？ × × 春（景公）
単 昭公７年 成公 冬１０月 × ×（献公）

（襄・頃の族）
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衛 昭公７年 霊公 ？（孔成子） × １２月（襄公）
△陳 昭公８年 公子留 ３月 × ＊冬１２月（哀公）

（公子招・公子過）
晋 昭公１０年 昭公 × × ９月（平公）
宋 昭公１１年 元公 × × ２月（平公）
鄭 昭公１２年 定公 × × ６月（簡公）
甘 昭公１２年 悼公 ？（先君＝簡公） × ×（簡公）
甘 昭公１２年 平公 “１０月” × ×（悼公）

（成・景の族，劉の献公）
◇楚 昭公１３年 平王 × “５月”（なし） “５月”（霊王？）

他年改葬（霊王）
蔡 昭公１３年 平侯 × × 冬１０月（霊公）
蛮 昭公１６年 蛮子の子 ？（楚の平王） × ×（？）
晋 昭公１６年 頃公 × × 冬１０月（昭公）
曹 昭公１８年 悼公 × × 秋（平公）
蔡 昭公２１年 朱 × × ３月（平公）
蔡 昭公２１年 悼公 ？（蔡人） × ×（蔡侯朱：出奔）
劉 昭公２２年 劉笂 “４月”（単子） × ×（劉子）
周 昭公２２年 悼王 × × ６月（景王）
周 昭公２２年 敬王 × “１１月（なし）” ×（悼王）
宋 昭公２６年 景公 × × 正月（元公）
楚 昭公２６年 昭王 ９月（令尹子常） × ×（平王）
晋 昭公３０年 定公 × × 秋８月（頃公）
◇魯 定公元年 定公 × “６月（なし）” 秋７月（昭公）
呉 定公５年 夫�王 ９月（自立） × ×（？）
魯 定公１５年 哀公 × × “９月”（定公）
△衛 哀公２年 出公 夏（夫人南子） × ＊冬１０月（霊公）
△斉 哀公５年 荼 夏？ × ＊閏月（景公） ※５

（先君＝景公・国恵子・高昭子）
楚 哀公６年 恵王 “７月” × ×（昭王）

（公子啓・子西・子期）
斉 哀公６年 悼公 冬１０月（陳乞） × ？（荼）
曹 哀公７年 曹伯陽 × ？（なし） ×（靖公）
斉 哀公１０年 簡公 × × ＊夏？（悼公）
衛 哀公１５年 荘公 冬？（孔？） × ×（霊公）
衛 哀公１７年 公孫般師 冬１０月（晋） × ×（荘公）
衛 哀公１７年 公孫般師 １１月（衛人） × ×（荘公）
衛 哀公１７年 公子起 １２月（斉人） × ×（子起）
� 哀公２２年 太子革 夏４月？（呉） × ×（？）
� 哀公２４年 公子何 ？（越人） × ×（？）
衛 哀公２６年 悼公 夏５月（？） × ×（出公）
宋 哀公２６年 啓 冬１０月（大尹） × ×（景公）
宋 哀公２６年 得 ？（国人） × ×（景公）
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を
中
軍
の
司
馬
と
為
し
、
�
奚
・
韓
襄
、
欒
盈
・
士
鞅
を
公

族
大
夫
と
為
し
、
虞
丘
書
を
乗
馬
御
と
為
し
、
服
を
改
め
官

を
修
め
、
曲
沃
に
烝
す
」（
襄
公
一
六
年
）

「
楚
の
�
敖
即
位
し
、
王
子
囲
、
令
尹
と
為
る
」

（
襄
公
二
九
年
）

「
楚
の
霊
王
即
位
し
、
�
罷
を
令
尹
と
為
し
、
�
啓
彊
を

大
宰
と
為
す
」（
昭
公
元
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
即
位
」
後
に
国
内
の
さ
ま
ざ
な
官
職
が
決
定

さ
れ
る
場
合
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
立
」
で
は

こ
の
よ
う
な
事
例
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
違
い
が
見
出
せ
る
の
で

あ
る
（
９
）
。
こ
こ
か
ら
も
両
者
が
区
別
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
う
か
が

わ
れ
る
が
、
何
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、

「〔
正
月
〕
荀
�
・
士
魴
を
し
て
周
子
（
悼
公
）
を
京
師
に
逆

へ
し
め
て
之
を
立
つ
…
辛
巳
、
武
宮
に
朝
す
…
二
月
乙
酉

朔
、
晋
の
悼
公
、
朝
に
即
位
す
」（
成
公
一
八
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
立
」
が
正
月
、「
即
位
」
が
二
月
と
異
な
る
日

付
が
示
さ
れ
て
い
る
事
例
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
１０
）
、
こ
こ

か
ら
、
明
ら
か
に
両
者
が
別
々
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
両
者
の
前
後
関
係
か
ら
考
え
る
と
、

春
秋
時
代
の
即
位
に
は
、「
立
」
と
「
即
位
」
と
い
う
二
つ
の
段

階
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
推

・表中の？は月・季節の不明・不確定を，（？）は擁立者の不明を，×は記載自体がないことを示す．また君主の□
は「立」直後に殺害されたり出奔している人物を示す．

・“ ”印のある月に関しては，前後の文と杜注とを参考に記した．
・「葬」に関しては，基本的に『左伝』の記述を採用したが，『左伝』に記述がなく，「立」「即位」が記されている
君主に限って『春秋』の記述を取り上げ，その場合は年月に＊をつけておいた．そのため，表中の「葬」は全部
で５７例あるが，『左伝』上の事例数は４７例である．

・国名の前の記号について，◎は「立」「即位」「葬」がすべてそろっている事例．○は「立」�「即位」の順序で，
△は「立」�「葬」の順序で，◇は「即位」�「葬」の順序で月日が記されている事例であり，一方，★は
「立」と「即位」が，▲は「立」と「葬」の順序が逆となっている事例である．
注
※１：鄭の�公については，「祭仲，宋人と盟ひ，�公を以て帰り，之を 立 つ．秋九月丁亥，昭公，衛に奔る．己
亥，�公 立 つ」（桓公１１年）とあるように，「立」が２ヶ所に見える．一見，「立」に２つの意味がありそうだが，
実は前者の「立」は“初め，祭の封人…”の書き出しで始まる記事の中にあるため，この「立」は己亥の「立」
を指している可能性が高いと思われる．

※２：荘公３２年の閔公の「立」の擁立者は共仲だが，閔公２年では「閔公は，哀姜の�，叔姜の子なり．故に斉人
之を 立 つ」とあるように，斉人が閔公の擁立者となっている．

※３：「立」と「即位」の順序が逆になっている事例であり，これは本文注（２３）を参照．
※４：「立」と「葬」の順序が逆になっている事例であり，これは本文注（３９）を参照．
※５：斉の荼の「立」について，本文第１節では太子としての「立」である可能性も示唆したが，成公１４年のよう
に「太子」の語とつながっているわけではなく，君主としての「立」の可能性も残されているため，「立」の事
例の中に含めた．
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測
が
妥
当
か
否
か
を
検
証
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な

固
有
の
意
味
・
内
容
が
あ
る
か
を
検
討
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
ず
「
立
」
の
事
例
を
調
べ
る
と
、

「
宋
公
（
桓
公
）
疾
む
。
大
子
茲
父
固
く
請
ひ
て
曰
く
、
目

夷
は
長
且
つ
仁
な
り
。
君
其
れ
之
を
立
て
よ
」

（
僖
公
八
年
）

「
晋
侯
（
景
公
）
疾
有
り
。
五
月
、
晋
、
大
子
州
蒲
を
立

て
て
以
て
君
と
為
し
て
、
諸
侯
に
会
し
鄭
を
伐
つ
」

（
成
公
一
〇
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
現
君
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
立
」
が
行
わ

れ
（
よ
う
と
し
）
て
い
る
記
事
が
見
え
る
。
現
君
が
現
世
に
存
在

す
る
限
り
、
厳
密
に
言
え
ば
、「
立
」
し
た
人
物
が
い
ま
だ
新
君

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
現
君
が
病

気
と
い
う
君
事
を
行
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
以
上
、「
立
」
が
新

君
誕
生
に
関
わ
っ
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、

「〔
衛
の
〕
孔
成
子
・
�
恵
子
を
し
て
敬
�
の
子
�
を
立
て

て
以
て
大
子
と
為
さ
し
む
」（
成
公
一
四
年
）

「〔
諸
大
夫
〕
公
に
言
ひ
て
曰
く
、
君
の
歯
長
ぜ
り
。
未
だ
大

子
有
ら
ず
。
之
を
若
何
せ
ん
、
と
…
公
、
疾
む
。
国
恵
子
・

高
昭
子
を
し
て
荼
を
立
た
し
め
、
群
公
子
を
莱
に
�
く
。

秋
、
斉
の
景
公
卒
す
」（
哀
公
五
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
立
」
の
用
例
と
し
て
、
太
子
を
定
め
る
際
に

用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
松
井
嘉
徳
氏
が
「
大
子
は
公
位

の
継
承
者
た
る
べ
き
者
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
１１
）
、

「
立
」
と
は
そ
の
対
象
が
新
君
に
せ
よ
太
子
に
せ
よ
、
次
期
君
主

と
な
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

で
は
、「
立
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
「
立
」
の
事
例
を
詳
し
く
見
て
み
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
Ａ
（
国
人
な
ど
）
立
Ｂ
（
君
主
）」
と
い
う

形
で
記
さ
れ
、
新
君
を
「
立
」
す
る
に
当
た
り
、
大
夫
や
国
人
と

い
っ
た
「
人
」
の
存
在
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
１

で
は
擁
立
者
と
記
す
）。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
存
在
が
明
ら
か
で

な
い
場
合
も
、

「
曹
の
宣
公
、
師
に
卒
す
…
秋
、
負
芻
、
其
の
大
子
を
殺
し

て
自
立
す
」（
成
公
一
三
年
）

「
九
月
、〔
呉
の
〕
夫
�
王
帰
り
て
自
立
し
て
、
以
て
王

（
闔
廬
）
と
戦
ひ
て
敗
れ
、
楚
に
奔
り
て
、
堂
谿
氏
と
為

る
」（
定
公
五
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
自
立
」
と
い
う
語
が
「
立
」
と
区
別
し
て
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
立
」
に
は
新
君
を
擁
立
す
る
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存
在
が
常
に
伴
っ
て
い
る
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
君
主
の
即
位
に
関
わ
る

「
立
」
と
は
、「
人
」
に
よ
っ
て
新
君
が
�
擁
立
�
さ
れ
る
と
い
う

意
味
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
１２
）
。

第
二
節
「
即
位
」
の
意
味

前
節
で
「
立
」
の
意
味
す
る
も
の
が
見
え
て
き
た
が
、
で
は

「
即
位
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
春
秋
』
の
「
即
位
」
を
検
討
し

た
小
林
氏
は
、『
左
伝
』
の
「
即
位
」
に
つ
い
て
、
注
の
中
で
あ

る
が
、
晋
君
の
事
例
を
取
り
上
げ
、「
新
君
の
宗
廟
へ
の
報
告
」

と
し
、
魯
国
君
に
つ
い
て
も
、
新
君
が
宗
廟
に
正
式
即
位
を
報
告

す
る
意
味
で
あ
る
と
推
測
し
た
（
１３
）
。
確
か
に
、
表
１
の
事
例
を
見
る

と
、「
立
」
の
際
に
顕
著
に
見
ら
れ
た
新
君
を
擁
立
す
る
存
在
が

見
当
た
ら
ず
（
表
１
参
照
）、
そ
の
代
わ
り
、
第
一
節
で
取
り
上

げ
た
宣
公
二
年
・
成
公
一
八
年
の
「
朝
武
宮
」
と
い
っ
た
事
例
や
、

「〔
宋
の
元
公
〕
夢
に
、
大
子
欒
、
廟
に
即
位
し
、
己
と
平

公
と
服
し
て
之
を
相
く
」（
昭
公
二
五
年
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
廟
」
と
い
っ
た
「
祖
先
」
の
現
世
に
お
け

る
居
所
と
も
言
う
べ
き
場
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
即
位
」
を
現
代
語
の
即
位
、
す
な
わ
ち
君
主
の
位
に
つ
く
こ
と

自
体
と
捉
え
れ
ば
、
君
主
の
位
に
つ
い
た
報
告
だ
け
が
行
わ
れ
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
西
周
金
文
の
「
即
位
」
は
、

豊
田
氏
も
�
位
�
と
は
受
命
の
際
の
き
ち
ん
と
決
め
ら
れ
た
位
置

で
あ
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
（
１４
）
、
何
ら
か
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
場
合

に
所
定
の
位
置
に
立
つ
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
だ
と
す
れ
ば
、

「
即
位
」
で
は
、
あ
る
位
置
に
つ
い
た
上
で
何
ら
か
の
儀
式
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
昭
公
二
五
年
の
事
例
に
見
ら
れ

る
「
廟
」
と
い
う
場
で
あ
る
。
こ
の
「
廟
」
が
ど
の
祖
先
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
る
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
齋
藤
氏
が
魯
の
襄

公
の
冠
礼
を
検
討
し
て
、「
春
秋
時
代
の
君
主
の
即
位
儀
礼
の
本

質
は
、
共
在
す
る
始
祖
と
の
一
体
化
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
そ
の

一
体
化
に
つ
い
て
、「
嗣
君
が
始
祖
と
同
じ
場
に
共
在
す
る
こ
と

で
始
祖
に
よ
っ
て
嗣
君
は
新
君
と
な
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の

新
君
は
『
型
板
』
で
あ
る
始
祖
そ
の
も
の
で
も
あ
る
、
と
考
え
ら

れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
１５
）
、
始
祖
廟
の
可
能
性

は
非
常
に
高
く
、
ま
た
始
祖
そ
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、

そ
こ
に
何
ら
か
の
儀
式
が
介
在
し
た
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ

よ
う
。
実
際
『
国
語
』
に
、

「
丙
午
、〔
晋
の
文
公
〕
曲
沃
に
入
り
、
丁
未
、
絳
に
入
り
て
、

武
宮
に
即
位
す
」（
晋
語
四
）
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と
あ
る
よ
う
に
、
廟
と
宮
と
の
違
い
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、

文
公
に
と
っ
て
始
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
武
公
の
宮
（
１６
）
と
「
即
位
」

と
が
関
わ
っ
て
い
る
記
述
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
昭
公
二

五
年
の
「
廟
」
も
始
祖
廟
で
あ
り
、「
即
位
」
と
は
新
君
が
始
祖

そ
の
も
の
に
な
る
た
め
の
儀
式
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
即
位
」
に
つ
い
て
は
「
立
」
に
比
べ
て
事
例
数
が
少
な
い
た

め
、『
左
伝
』
か
ら
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、

「
即
位
」
と
「
廟
」
と
の
関
係
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
先
に
も
少

し
述
べ
た
周
代
の
事
例
、
特
に
周
王
の
即
位
儀
礼
が
手
が
か
り
と

な
る
。「
は
じ
め
に
」
で
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
中
国
古
代
の

即
位
儀
礼
、
特
に
漢
代
に
つ
い
て
は
西
嶋
氏
の
研
究
が
そ
の
先
駆

で
あ
り
、
周
代
に
つ
い
て
は
豊
田
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
漢
代
の

み
な
ら
ず
周
代
の
即
位
儀
礼
も
合
わ
せ
て
検
討
し
た
尾
形
氏
の
見

解
に
こ
こ
で
は
注
目
し
た
い
。
氏
は
、『
尚
書
』
に
見
え
る
周
の

康
王
即
位
の
次
第
を
、「（
１
）
路
寝
の
殯
所
に
お
け
る
殯
礼
（
凶

礼
）
↓
（
２
）
太
廟
に
て
挙
行
さ
れ
る
嘉
礼
と
し
て
の
即
位
式
↓

（
３
）
正
朝
に
て
の
朝
礼
（
嘉
礼
）」
と
い
う
三
段
階
の
儀
礼
と
理

解
し
、
特
に
太
廟
で
の
即
位
式
の
主
な
内
容
を
「
介
圭
」・「
同

瑁
」
お
よ
び
「
冊
命
」
の
伝
授
で
あ
る
と
指
摘
し
た
わ
け
だ
が
（
１７
）
、

こ
の
「
介
圭
」
な
ど
に
つ
い
て
、
豊
田
氏
が
「『
圭
�
』
の
類
は
、

そ
の
先
王
（
先
祖
考
）
を
祭
る
、
宗
廟
の
嗣
と
し
て
の
、
神
霊
と

結
ぶ
象
徴
的
な
祭
器
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
し
、
そ
れ
が
新
君
に
伝

授
さ
れ
る
こ
と
で
天
命
を
与
え
た
上
帝
と
結
び
つ
い
て
い
く
と
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
１８
）
、『
左
伝
』
の
「
即
位
」
に
お
い
て

も
何
ら
か
の
祭
器
が
授
与
さ
れ
、
先
君
の
神
霊
さ
ら
に
は
上
帝
と

結
ば
れ
た
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
で
は
、
春
秋
時
代

に
は
、
そ
う
し
た
廟
に
お
け
る
「
も
の
」
を
介
し
て
の
天
命
の
伝

授
の
儀
礼
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
前
、
私
は
諸
侯
の
「
君

位
」
が
、
封
建
時
に
与
え
ら
れ
た
天
命
の
象
徴
た
る
「
器
」
に
よ

っ
て
保
証
さ
れ
、
そ
の
「
器
」
は
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
（
１９
）
、
ま
た
、

「
武
子
対
へ
て
曰
く
、
君
の
冠
す
る
に
は
必
ず
�
享
の
礼
を

以
て
之
を
行
ひ
、
金
石
の
楽
を
以
て
之
を
節
し
、
先
君
の
�

を
以
て
之
に
處
る
。
今
、
寡
君
、
行
に
在
り
。
未
だ
具
ふ
可

か
ら
ざ
る
な
り
。
請
ふ
兄
弟
の
国
に
及
び
て
仮
り
て
備
へ
ん
、

と
。
晋
侯
曰
く
、
諾
、
と
。
公
還
り
て
衛
に
及
び
、
成
公
の

廟
に
冠
す
。
鐘
磬
を
仮
る
は
、
礼
な
り
」

（
襄
公
九
年
）

杜
注
「
�
は
鬯
酒
を
灌
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
享
し
て
先
君

を
祭
る
な
り
」「
諸
侯
は
始
祖
の
廟
を
以
て
�
と
為
す
」

会
箋
「
�
は
即
ち
灌
な
り
。
圭
�
を
以
て
鬯
を
酌
み
始
め

て
神
に
献
ず
る
を
謂
ふ
な
り
」
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と
あ
る
よ
う
に
、
齋
藤
氏
が
君
主
の
即
位
儀
礼
の
本
質
が
始
祖
と

の
一
体
化
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し
た
冠
礼
の
事
例
に
お
い
て
も
、

�
享
の
礼
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
圭
�
」
や
金
石
の
楽
と

い
っ
た
「
器
」
が
、
宗
廟
に
お
い
て
祖
先
を
実
体
化
す
る
も
の
と

し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、「
即
位
」
と
は
新

君
が
始
祖
そ
の
も
の
に
な
る
と
と
も
に
、「
君
位
」
を
保
証
す
る

「
器
」
が
新
君
に
授
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
新
君
に
天
命
が
伝
授
さ

れ
る
こ
と
を
表
現
す
る
内
容
の
儀
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

お
そ
ら
く
「
即
位
」
の
本
質
的
な
内
容
は
以
上
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
周
王
の
即
位
儀
礼
と
し
て
尾
形
氏
が
第
三
段
階
に

挙
げ
た
「
正
朝
に
て
の
朝
礼
」
に
着
目
す
る
と
、
実
は
『
左
伝
』

の
「
即
位
」
で
も
、
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
成
公
一
八
年
の
記
事

に
「
晋
の
悼
公
、
朝
に
即
位
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
朝
」
と

い
う
場
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
周
王
の
場
合
の
朝
礼

を
尾
形
氏
や
豊
田
氏
が
、
新
王
と
諸
侯
と
の
朝
見
の
儀
礼
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
２０
）
、「
即
位
」
に
は
、
卿
大
夫
や

国
人
と
い
っ
た
国
内
の
人
々
に
対
し
、
新
君
に
始
祖
な
ど
を
媒
介

と
し
て
天
命
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
�
顕
示
�
す
る
意
味
も
含
ま

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
、
第
一
節
で
少
し
触
れ
た
、
お

お
や
け
に
官
職
の
決
定
が
示
さ
れ
る
記
事
が
「
立
」
で
は
な
く

「
即
位
」
に
伴
っ
て
い
た
こ
と
も
こ
こ
か
ら
理
解
で
き
る
も
の
と

な
ろ
う
。
以
上
、
周
代
の
即
位
儀
礼
と
の
比
較
を
ふ
ま
え
て
ま
と

め
る
な
ら
ば
、「
即
位
」
と
は
、
特
定
の
場
所
に
立
っ
て
「
君

位
」
を
保
証
す
る
「
器
」
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
始

祖
と
「
器
」
と
を
媒
介
と
し
て
天
命
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味

し
、
ま
た
「
朝
」
と
い
う
公
的
な
場
を
通
し
て
、
そ
の
こ
と
を
国

内
の
人
々
に
�
顕
示
�
す
る
意
味
も
含
ん
だ
儀
式
で
あ
っ
た
と
言

え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、「
立
」
や
「
即
位
」
は
、
新
君
の
即
位
す
な
わ
ち
そ
の

誕
生
が
認
識
さ
れ
る
過
程
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
事
例
数
を
見
る
と
圧
倒
的
に
「
立
」
の
多
さ
が
目
立

つ
こ
と
か
ら
、
新
君
の
即
位
に
は
、
ま
ず
「
立
」
す
な
わ
ち
�
擁

立
�
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

が
他
者
に
よ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
や
、「
立
」
七
一
例
の
う
ち
二

〇
例
の
新
君
が
「
立
」
後
に
殺
害
さ
れ
た
り
出
奔
す
る
な
ど
（
表

１
の
□
で
印
を
し
た
君
主
）、「
立
」
す
な
わ
ち
�
擁
立
�
が
失
敗

し
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
必
ず
し
も

「
立
」
は
君
主
の
即
位
に
不
可
欠
な
手
続
き
で
は
な
い
可
能
性
も

考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、

「
三
月
、
子
如
、
公
子
繻
を
立
つ
。
夏
、
四
月
、
鄭
人
、

繻
を
殺
し
て
�
頑
を
立
つ
」（
成
公
一
〇
年
）
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と
あ
る
よ
う
に
、
子
如
が
「
立
」
し
た
鄭
の
公
子
繻
は
国
人
に
よ

り
殺
害
さ
れ
、
そ
の
国
人
が
後
に
�
頑
（
僖
公
）
を
「
立
」
し
て

お
り
、
ま
た
鄭
の
�
公
を
「
立
」
し
た
祭
仲
も
、

「
祭
仲
、
宋
人
と
盟
し
、
�
公
を
以
て
帰
り
て
之
を
立

つ
」（
桓
公
一
一
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
直
前
に
国
人
と
盟
を
行
う
な
ど
、
増
淵
龍
夫
氏

の
「『
国
』
に
お
け
る
公
位
の
継
承
や
、
上
卿
（
執
政
）
へ
の
就

任
に
は
、
国
人
の
支
持
が
、
大
き
な
要
因
と
し
て
働
い
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
、
つ
ま
り
新
君
の
擁
立
に

お
け
る
「
国
の
共
同
体
的
側
面
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
（
２１
）
、
た
と
え
「
立
」
が
他
者
に
よ
る
行
為
で
あ
り
、
ま
た

「
立
」
後
に
新
君
の
殺
害
・
出
奔
が
起
き
た
と
し
て
も
、
国
人
な

ど
多
数
者
の
支
持
・
承
認
を
得
て
い
る
場
合
に
は
、
新
君
の
�
擁

立
�
は
「
人
」
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
擁
立
者
が
個
人
で
あ
り
、
そ
の
個
人
に
よ
る
恣
意
的
な
「
立
」

が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
国
人
の
背
叛
な
ど
が
見
ら
れ
な
い
事
例

に
つ
い
て
は
、
当
時
の
「
国
の
共
同
体
的
側
面
」
の
影
響
か
ら
考

え
れ
ば
、
そ
の
「
立
」
も
「
人
」
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る

の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、「
立
」
は
新
君
の

即
位
に
必
要
な
手
続
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
闘
争
の
混
乱
を
収
拾
す
る
た
め
に

「
立
」
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、「
立
」
が
非
常
時
に
限
ら
れ
た
即

位
の
手
続
き
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
、
実
際
、
平
常
時
に

お
い
て
も
「
立
」
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
限
ら
れ
た
史

料
の
中
か
ら
は
判
断
し
が
た
い
。
し
か
し
、
混
乱
を
収
拾
す
る
た

め
に
、「
立
」
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
「
君
位
」
の
安
定
が
目
指

さ
れ
、
か
つ
、
そ
こ
に
国
人
の
支
持
・
承
認
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、「
立
」
と
は
「
人
」
に
よ
る
承
認
と
い
う

意
味
を
含
ん
だ
、
新
君
の
誕
生
が
認
識
さ
れ
る
た
め
の
最
初
の
手

続
き
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、「
立
」
が
国
内
の
「
人
」
に
よ

る
承
認
を
意
味
す
る
か
ら
こ
そ
、
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、

「
君
位
」
を
争
っ
た
対
立
者
の
出
奔
が
、「
即
位
」
で
は
な
く

「
立
」
に
関
連
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、「
即
位
」
は
天
命
の
伝
授
と
い
う
儀
式
的
な
要
素
が
強

く
、
ま
た
、
以
前
私
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
当
初
、
諸
侯
は
周
王

↓
始
祖
↓
「
器
」
を
媒
介
と
し
て
天
命
を
受
け
て
い
た
が
、
周
王

の
力
が
衰
え
る
と
、
次
第
に
始
祖
↓
「
器
」
を
媒
介
と
し
て
直
接

天
命
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
国
内
で
完
結
す
る
儀
式

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
記
載
さ
れ
た
事
例
数
は
「
立
」
に

比
べ
て
少
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
国
人
な
ど
の
「
人
」
に

よ
る
承
認
を
得
た
新
君
に
と
っ
て
は
、
高
木
智
見
氏
が
春
秋
時
代

を
「
神
・
人
共
同
体
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
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よ
う
に
（
２２
）
、「
祖
先
」
に
よ
る
承
認
は
必
要
と
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、
新
君
・
国
人
が
共
に
戴
く
「
祖
先
」
を
媒
介
と
し

て
天
命
が
伝
授
さ
れ
る
「
即
位
」
も
、「
立
」
と
と
も
に
必
要
な

要
素
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
も
見
た
よ
う
に
、

「
立
」
と
「
即
位
」
と
が
区
別
さ
れ
、「
立
」
に
続
い
て
「
即
位
」

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
（
２３
）
、「
立
」
と
は
「
人
」

に
よ
る
承
認
を
意
味
す
る
新
君
の
即
位
に
必
要
な
最
初
の
段
階
で

あ
り
、「
即
位
」
と
は
「
祖
先
」
に
よ
る
承
認
を
意
味
す
る

「
立
」
に
続
く
段
階
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節
『
左
伝
』
に
見
え
る
「
葬
」

こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、「
立
」
と
「
即
位
」
と
は
異
な
る
意

味
・
内
容
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

春
秋
時
代
に
お
け
る
新
君
の
即
位
に
は
、
少
な
く
と
も
「
立
」
と

「
即
位
」
と
い
う
二
つ
の
段
階
を
経
る
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
た
わ

け
だ
が
、『
春
秋
』
に
見
え
る
「
卒
」「
葬
」
記
事
を
詳
細
に
検
討

し
た
小
林
氏
は
、
そ
れ
ら
の
記
事
か
ら
魯
と
対
象
国
と
の
対
外
関

係
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
す
と
と
も
に
、
特
に
「
葬
」
に

つ
い
て
、「
会
葬
挙
行
と
正
式
即
位
に
よ
る
君
位
継
承
の
無
事
完

了
の
伝
達
」
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
指
摘
を
し
て
お
り
（
２４
）
、

だ
と
す
れ
ば
、
新
君
誕
生
の
認
識
と
し
て
は
、「
立
」「
即
位
」
に

加
え
「
葬
」
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
葬
」
に
つ
い
て
の
小
林
氏
の
検
討
は
『
春
秋
』
中

心
で
あ
る
た
め
、「
立
」「
即
位
」
と
の
関
係
を
探
る
た
め
に
も
、

『
左
伝
』
に
お
け
る
「
葬
」
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か

を
考
え
て
み
た
い
。『
左
伝
』
に
見
え
る
「
葬
」
に
つ
い
て
は
す

で
に
表
１
に
も
示
し
て
お
い
た
が
、『
春
秋
』
の
「
葬
」
と
の
対

照
と
と
も
に
、
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る

と
『
左
伝
』
に
「
葬
」
は
四
七
例
見
ら
れ
る
が
（
表
２
参
照
）、

「
冬
十
月
、〔
晋
の
〕
里
克
、
奚
斉
を
次
に
殺
す
…
荀
息
、
公

子
卓
を
立
て
以
て
葬
る
」（
僖
公
九
年
）

「
夏
五
月
、
宋
、
斉
の
師
を
�
に
敗
り
、
孝
公
を
立
て
て

還
る
。
秋
八
月
、
斉
の
桓
公
を
葬
る
」（
僖
公
一
八
年
）

「
夏
四
月
、
宋
の
成
公
卒
す
…
昭
公
即
位
し
て
〔
成
公

を
〕
葬
る
」（
文
公
七
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
葬
」
を
新
君
が
執
り
行
っ
た
先
君
の
葬
儀
と

し
て
考
え
る
と
、「
立
」
や
「
即
位
」
の
語
と
関
連
し
て
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
ま
ず
は
わ
か
る
（
２５
）
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
以
降
、
本
稿

で
取
り
上
げ
る
新
君
誕
生
の
認
識
に
関
わ
る
「
葬
」
は
、
す
べ
て

新
君
か
ら
見
た
一
代
前
の
先
君
の
「
葬
」
と
し
て
検
討
を
進
め
る

わ
け
だ
が
、
特
に
、
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表２ 『左伝』の「葬」と『春秋』の「葬」（４７例）

国名 君主 『左伝』の年月日 『春秋』の年月日

魯 恵公 隠公元年冬１０月庚申 「改葬」�なし
衛 桓公 隠公５年夏 「葬」�隠公５年夏４月 「葬」
周 桓王 荘公３年夏５月 「葬」�荘公３年５月 「葬」
楚 文王 荘公１９年夏（６月？） 「葬」�なし
魯 荘公 閔公元年夏６月 「葬」�閔公元年夏６月辛酉 「葬」
魯 閔公 閔公２年（秋？） 「葬」�なし
許 穆公 僖公４年（秋？） 「葬」�僖公４年（秋） 「葬」
晋 献公 僖公９年冬１０月 「葬」�なし
斉 桓公 僖公１８年秋８月 「葬」�僖公１８年秋８月丁亥 「葬」※１
晋 文公 僖公３３年夏４月 「葬」�僖公３３年４月癸巳 「葬」
魯 僖公 文公元年夏４月丁巳 「葬」�文公元年夏４月丁巳 「葬」
晋 襄公 文公６年冬１０月 「葬」�文公６年冬１０月 「葬」
宋 成公 文公７年 「葬」�なし
周 襄王 文公９年２月 「葬」�文公９年２月辛丑 「葬」
魯 文公 文公１８年６月 「葬」�文公１８年６月癸酉 「葬」
鄭 霊公 宣公１０年 「改葬」�なし
宋 文公 成公２年 「葬」�成公３年２月乙亥 「葬」※２
晋 景公 成公１０年冬 「葬」�なし
曹 宣公 成公１３年冬 「葬」�成公１３年冬 「葬」
宋 共公 成公１５年秋８月 「葬」�成公１５年秋８月庚辰 「葬」
晋 �公 成公１８年春正月庚申 「葬」�なし ※３
魯 成公 成公１８年（１２月）丁未 「葬」�成公１８年１２月丁未 「葬」
晋 悼公 襄公１６年春 「葬」�襄公１６年春正月 「葬」
斉 荘公 襄公２５年（５月）丁亥 「葬」�なし

襄公２９年２月癸卯 「葬」
許 霊公 襄公２６年１２月 「葬」�襄公２６年（冬） 「葬」
楚 康王 襄公２９年夏４月 「葬」�なし
周 霊王 襄公２９年 「葬」�なし
魯 襄公 襄公３１年（１０月）癸酉 「葬」�襄公３１年１０月癸酉 「葬」
楚 �敖 昭公元年（１１月？） 「葬」�なし
滕 成公 昭公３年５月 「葬」�昭公３年５月 「葬」
秦 景公 昭公６年 「葬」�昭公６年（春） 「葬」
衛 襄公 昭公７年１２月癸亥 「葬」�昭公７年１２月癸亥 「葬」
晋 平公 昭公１０年９月 「葬」�昭公１０年（秋） 「葬」
宋 平公 昭公１１年２月 「葬」�昭公１１年（春） 「葬」
鄭 簡公 昭公１２年６月 「葬」�昭公１２年５月 「葬」※４
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蔡 霊公 昭公１３年冬１０月 「葬」�昭公１３年冬１０月 「葬」
楚 霊王 昭公１３年夏５月癸亥 「葬」�なし

昭公１３年（５月丙辰？） 「葬（囚人）」
他年 「改葬」

楚 子干 昭公１３年（５月丙辰？） 「葬」�なし
晋 昭公 昭公１６年冬１０月 「葬」�昭公１６年冬１０月 「葬」
曹 平公 昭公１８年秋 「葬」�昭公１８年秋 「葬」
蔡 平公 昭公２１年３月 「葬」�昭公２１年春３月 「葬」
周 景王 昭公２２年（６月）丁巳 「葬」�昭公２２年６月 「葬」
宋 元公 昭公２６年（春） 「葬」�昭公２６年春正月 「葬」
晋 頃公 昭公３０年秋８月 「葬」�昭公３０年秋８月 「葬」
魯 昭公 定公元年秋７月癸巳 「葬」�定公元年秋７月癸巳 「葬」
魯 定公 定公１５年（秋） 「葬」�定公１５年９月丁巳 「葬」
斉 荼 哀公６年 「葬」�なし
・（ ）のある「葬」の月日や季節に関しては，前後の文や杜注から解釈したものである．
・この表は基本的に『左伝』の「葬」を中心としているため，『春秋』の「葬」については，『左伝』に見える
「葬」との比較の限りにおいて取り上げている．なお『春秋』に記される「葬」の全体数については表３を参照．

注
※１：『春秋』の秋八月丁亥に関しては，杜注が「八月に丁亥無し．日の誤りなり」としているが，少なくとも８
月中に行われたとすれば，『左伝』に合致する．
※２：宋の文公について，『左伝』の「葬」の字自体は成公２年に見えるが，この場合の月日ははっきりせず，
『春秋』に記された成公３年２月に行われた可能性がある．
※３：『左伝』に見える晋の�公の「葬」は，本文注（４０）で説明したように仮葬の可能性がある．
※４：鄭の簡公に関しては，『左伝』と『春秋』とで「葬」の月が異なっており，杜注は「五月，鄭の簡公を葬る．
楚，其の大夫成熊を殺す」（昭公１２年経）の「楚，其の大夫成熊を殺す」について，「伝は簡公を葬るの上に在
り．経は赴に従ふ」とし，赴告の可能性を示唆する．しかし本文で述べたように，『春秋』の「葬」の年月日に
関しては，必ずしも赴告された年月日とは考えられず，おそらく「六月，鄭の簡公を葬る」（昭公１２年）の会箋
が，「三家の経は皆五月と書せば，則ち伝の誤りは知るべし」とする指摘が妥当ではなかろうか．
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「〔
五
月
〕
丙
辰
、〔
楚
の
〕
棄
疾
（
平
王
）、
即
位
す
…
囚

を
殺
し
、
之
に
王
服
を
衣
せ
て
諸
を
漢
に
流
し
、
乃
ち
取
り

て
之
を
葬
り
て
以
て
国
人
を
靖
ん
ず
」（
昭
公
一
三
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
新
君
が
「
即
位
」
後
に
�
王
服
を
き
せ
た
�
囚

の
「
葬
」
を
行
う
こ
と
で
、
国
人
を
靖
ん
じ
よ
う
と
し
て
い
る
記

事
か
ら
考
え
る
に
、
新
君
誕
生
を
認
識
す
る
一
連
の
過
程
に
お
い

て
、
先
君
の
「
葬
」
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
（
２６
）
。

で
は
新
君
に
と
っ
て
先
君
を
「
葬
」
す
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う

な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。
例
え
ば
、

「
鄭
の
子
家
卒
す
。
鄭
人
、
幽
公
の
乱
を
討
ち
、
子
家
の
棺

を
斬
り
て
、
其
の
族
を
逐
ふ
。
幽
公
を
改
葬
し
、
之
に
諡

し
て
霊
と
曰
ふ
」（
宣
公
一
〇
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
改
葬
と
は
い
え
「
葬
」
に
際
し
て
謚
号
が
変
更

さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
、
齋
藤
氏
が
『
春
秋
』
の
「
葬
」
記
事

な
が
ら
、
そ
こ
に
表
記
さ
れ
る
謚
号
に
つ
い
て
、「
す
で
に
『
祖

先
』
と
な
っ
て
い
る
過
去
の
諸
侯
達
と
同
じ
名
（
謚
号
）
の
も
と

に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
亡
く
な
っ
た
諸
侯
は
『
祖
先
』
と

な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
点
に
は
注
目
で
き
る
（
２７
）
。『
春
秋
』
の

「
葬
」
記
事
と
『
左
伝
』
の
「
葬
」
記
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

後
で
述
べ
る
が
、
氏
の
指
摘
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
葬
」
の
時
点

に
お
い
て
先
君
が
「
祖
先
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
（
２８
）
、

こ
の
こ
と
は
、

「
僖
公
を
葬
る
。
緩
な
り
。
主
を
作
る
は
、
礼
に
非
ざ
る

な
り
。
凡
そ
君
薨
ず
れ
ば
、
卒
哭
し
て
�
し
、
�
し
て
主
を

作
り
、
特
に
主
を
祀
る
。
廟
に
烝
嘗
�
す
」（
僖
公
三
三

年
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
葬
」
の
内
容
と
思
わ
れ
る
、
君
主
の
死
去
後

の
「
卒
哭
」「
�
」「
作
主
」
と
い
う
過
程
に
つ
い
て
、『
礼
記
』

檀
弓
下
に
、

「
虞
し
て
尸
を
立
て
、
几
�
有
り
、
卒
哭
し
て
諱
む
は
、
生

事
畢
り
て
鬼
事
始
ま
る
の
み
」

と
あ
る
よ
う
に
、「
卒
哭
」
か
ら
生
事
で
は
な
く
鬼
事
が
始
ま
る

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
「
卒

哭
」
な
ど
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た

「
葬
」
が
先
君
の
埋
葬
の
み
を
指
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

「
葬
」
の
詳
細
な
過
程
が
『
左
伝
』
か
ら
は
見
出
せ
な
い
な
か
で
、

僖
公
の
「
葬
」
に
関
連
し
て
、「
卒
哭
」
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
卒
哭
」
な
ど
も
「
葬
」
の
内
容
に
含
ま
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
２９
）
。
少
な
く
と
も
、「
葬
」
に
伴
っ

カ
タ
シ
ロ

て
作
ら
れ
た
主
（
位
牌
）
が
廟
で
祀
ら
れ
る
と
い
う
『
左
伝
』

本
文
の
記
事
を
見
る
限
り
、「
葬
」
を
通
し
て
先
君
が
「
祖
先
」

史
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の
列
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
が
見
出
せ
、

さ
ら
に
、

「
秋
、
八
月
丁
卯
、
大
廟
に
大
事
し
、
僖
公
を
躋
す
は
、
逆

祀
な
り
」（
文
公
二
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
魯
に
お
い
て
閔
公
と
僖
公
と
を
夏
父
弗
忌
が
逆

祀
し
た
際
に
、
展
禽
が
、

「
逆
を
以
て
民
に
訓
ふ
る
も
亦
不
祥
な
り
。
神
の
班
を
易
ふ

る
も
亦
不
祥
な
り
」（『
国
語
』・
魯
語
上
）

と
批
判
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、「
祖
先
」
に
は
正
し
い
序
列

が
あ
り
、
本
来
の
祀
り
に
つ
い
て
有
司
が
、

「
有
司
曰
く
、
夫
れ
宗
廟
の
昭
穆
有
る
は
、
以
て
世
の
長
幼

つ
い

を
次
で
、
冑
の
親
疏
を
等
し
く
す
る
な
り
」（『
国
語
』・
魯

語
上
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
逆
祀
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
た
め
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、「
葬
」

に
よ
っ
て
先
君
が
始
祖
か
ら
至
る
「
祖
先
」
の
序
列
の
中
に
正
し

く
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
僖
公
三
三
年
の
記
事
に
つ
い
て
、
後
代
の
解
釈
と
な
る

が
、
晋
の
杜
預
の
注
（
以
下
杜
注
）
で
は
「
新
た
な
る
死
者
の
神

を
以
て
之
を
祖
に
�
す
。
尸
柩
已
に
遠
く
、
孝
子
思
慕
す
。
故
に

木
主
を
造
り
、
几
筵
を
立
つ
。
特
に
喪
礼
に
用
ひ
、
寝
に
祭
祀

す
」
と
し
、「
葬
」
の
中
の
「
�
」
に
お
い
て
、
先
君
が
祖
先
の

列
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
解
釈
し
て
お
り
、
こ
れ
も
齋
藤
氏
の

見
解
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
る
が
、
特
に
「
作
主
」
に
つ
い
て
、

�
孝
子
思
慕
�
の
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
は
、
中
国
古
代

に
お
け
る
「
主
」
に
つ
い
て
、
礼
書
と
と
も
に
、
史
料
か
ら
詳
細

に
検
討
を
施
し
た
内
野
台
嶺
氏
や
栗
原
朋
信
氏
な
ど
も
、『
礼

記
』
曲
礼
下
の
孔
頴
達
疏
が
引
く
『
白
虎
通
』
や
『
通
典
』
が
引

く
許
慎
の
『
五
経
異
義
』
を
取
り
上
げ
て
、「
作
主
」
の
目
的
が

父
を
思
う
子
の
気
持
ち
の
現
れ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
合

わ
せ
て
大
い
に
注
目
で
き
る
（
３０
）
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
後

代
の
解
釈
で
あ
る
た
め
、
春
秋
期
の
観
念
と
す
る
根
拠
と
し
て
は

や
や
心
許
な
い
が
、「
作
主
」
と
と
も
に
「
葬
」
の
内
容
と
考
え

ら
れ
る
「
哭
」
に
関
し
て
も
、『
国
語
』
に
、

「
公
子
重
耳
出
で
て
使
者
を
見
て
曰
く
、
君
、
亡
臣
を
恵
弔

し
、
又
重
ね
て
命
有
り
。
重
耳
身
亡
げ
父
死
し
て
、
哭
泣
の

位
に
与
る
を
得
ず
、
又
何
ぞ
敢
へ
て
他
志
有
り
て
、
以
て
君

の
義
を
屈
め
ん
、
と
」（
晋
語
二
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
君
」
で
は
な
く
「
父
」
が
そ
の
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
明
ら
か
に
「
父
と
子
」
の
関
係
に
お
い
て
「
哭
」
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、『
礼
記
』
問
喪
に
、

「
故
に
哭
泣
時
無
く
、
勤
に
服
す
る
こ
と
三
年
な
る
は
、
思
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慕
の
心
、
孝
子
の
志
な
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、「
哭
」
が
�
思
慕
��
孝
子
�
に
関
連
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
あ
る
程
度
確
認
で
き
よ
う
。
ま
さ
に
、「
葬
」
に
は

父
子
と
い
う
血
縁
関
係
が
大
い
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
齋

藤
氏
の
「
諸
侯
国
の
統
治
権
は
、
諸
侯
の
祖
先
か
ら
連
綿
と
続
い

て
き
た
ま
さ
に
『
血
』
そ
の
も
の
に
発
し
て
い
る
と
確
認
で
き
そ

う
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
も
踏
ま
え
れ
ば
、「
葬
」
に
よ
っ
て

「
祖
先
」
と
な
っ
た
先
君
か
ら
の
「
血
」
の
流
れ
が
、
新
君
に
結

び
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
３１
）
。

こ
の
よ
う
に
「
葬
」
に
関
わ
る
様
々
な
場
面
で
、
血
縁
関
係
が

意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
皇
天
既
に
中
国
の
民
と
厥
の
疆
土
と
を
先
王
に
付
す
。
肆

王
惟
れ
徳
用
て
先
後
の
迷
民
を
和
懌
し
、
用
て
先
王
の
受
命

を
懌
ぶ
」（『
尚
書
』・
梓
材
）

と
い
う
記
事
に
見
ら
れ
る
、
天
命
の
継
承
の
基
礎
的
な
用
件
と
し

て
の
�
徳
�
に
つ
い
て
、
小
南
一
郎
氏
が
、「
一
つ
の
家
の
中
で
、

祖
先
か
ら
子
孫
へ
継
承
さ
れ
る
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
３２
）
。
と
い
う
の
も
『
国
語
』

に
、

い
は

「
夫
れ
人
を
義
と
す
る
者
は
、
固
よ
り
其
の
喜
び
を
慶
ひ
て
、

そ
の
憂
を
弔
ふ
、
況
ん
や
畏
れ
て
服
す
る
を
や
。
畏
し
と
聞

ま
こ
と

き
て
往
き
、
喪
を
聞
き
て
還
る
。
苟
く
も
�
姓
実
に
嗣
が

あ
た

ば
、
其
れ
誰
か
之
に
代
り
て
喪
に
任
ら
ん
」（
魯
語
下
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
葬
」
と
関
連
の
深
い
喪
に
あ
た
り
�
姓
�
が

意
識
さ
れ
、
小
南
氏
が
�
徳
�
に
つ
い
て
、
そ
の
観
念
は
「
家
の

存
続
観
念
と
結
び
つ
い
て
」
い
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、「
葬
」
と
は
、
亡
く
な
っ
た
父
に
対
す
る
子
の
哀
悼
の
気
持

ち
が
込
め
ら
れ
た
「
卒
哭
」「
�
」「
作
主
」
な
ど
を
通
し
て
、

「
祖
先
」
か
ら
の
血
統
の
存
続
に
よ
り
�
徳
�
が
新
君
に
継
承
さ

れ
る
儀
式
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
（
３３
）
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
即
位
」
で
は
�
天
命
�
が
、「
葬
」
で
は

天
命
の
継
承
に
お
け
る
基
礎
的
な
要
件
と
し
て
の
�
徳
�
が
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
が
、
周
王
朝
の
創
建
を
「
天
命
の
膺
受
」
と
「
四
方
の
匍

有
」
と
い
う
二
つ
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
、
周
王
朝
の
君
主
も
文

王
に
由
来
す
る
「
天
命
の
膺
受
」
者
と
し
て
の
立
場
と
武
王
に
由

来
す
る
「
四
方
の
匍
有
」
者
と
し
て
の
立
場
を
受
け
継
い
で
い
る

と
し
た
、
豊
田
氏
に
よ
る
「
周
王
朝
の
君
主
の
二
面
性
」
に
つ
い

て
の
指
摘
で
あ
る
（
３４
）
。
特
に
�
命
�
と
�
徳
�
と
の
関
わ
り
で
言
え

ば
、
小
南
氏
は
西
周
王
権
の
基
本
的
性
格
を
、「
天
を
祭
祀
し
て
、

徳
と
命
と
の
確
保
を
計
る
と
い
う
宗
教
的
な
機
能
が
文
王
に
よ
っ

て
、
四
方
の
土
地
を
征
服
し
領
有
す
る
と
い
う
軍
事
的
な
機
能
が

史
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武
王
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
た
の
だ
」
と
推
測
し
た
わ
け
だ
が
、

そ
の
文
王
に
関
わ
る
宗
教
的
な
機
能
が
、
豊
田
氏
の
言
う
「
天
命

の
膺
受
」
た
る
「
上
下
」
を
祭
祀
し
、「
民
」
と
「
疆
土
」
で
あ

る
『
万
邦
』
を
合
わ
せ
て
天
よ
り
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る

�
命
�
と
、「
一
つ
の
家
の
中
で
、
祖
先
か
ら
子
孫
へ
継
承
さ
れ

る
」�
徳
�
の
確
保
を
計
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
点
に
は

注
目
で
き
る
（
３５
）
。

春
秋
時
代
の
君
主
は
周
王
朝
の
�
諸
侯
�
で
あ
る
た
め
、
周
王

と
全
く
同
様
の
文
王
・
武
王
に
関
わ
る
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
と

は
言
い
が
た
い
が
（
３６
）
、�
命
�
と
�
徳
�
と
で
区
別
さ
れ
る
よ
う
な

二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
二
つ
の
側
面
と

い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
齋
藤
氏
も
土
地
の
支
配
権
（
祭
祀
権
）
が

周
王
由
来
の
特
定
の
血
筋
と
結
び
付
く
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、

私
自
身
も
、
統
治
権
の
象
徴
た
る
「
器
」
の
検
討
を
し
た
際
に
、

祖
先
に
よ
る
周
王
を
媒
介
と
し
た
天
命
の
伝
授
と
周
王
出
自
の
姓

と
い
う
血
の
権
威
づ
け
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、「
現
君
の
身
柄
」

が
保
証
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
（
３７
）
、「
現
君
の
身
柄
」
に
も
二
つ
の
役
割
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
諸
侯
た
る
春
秋
時
代
の
君
主
の
役
割
に
つ
い
て
見
て
み

る
と
、

「
�
子
曰
く
、
苟
も
民
に
利
あ
ら
ば
、
孤
の
利
な
り
。
天
、

民
を
生
じ
て
之
が
君
を
樹
つ
る
は
、
以
て
之
を
利
す
る
な
り
。

民
、
既
に
利
あ
ら
ば
、
孤
必
ず
与
ら
ん
、
と
。
左
右
曰
く
、

命
は
長
く
す
可
べ
き
な
り
。
君
何
ぞ
為
さ
ざ
る
、
と
。
�
子

曰
く
、
命
は
民
を
養
ふ
に
在
り
」（
文
公
一
三
年
）

会
箋
「
命
と
は
、
人
君
の
受
く
る
所
の
天
命
な
り
」

「
夫
れ
君
は
、
神
の
主
に
し
て
、
民
の
望
な
り
。
若
し
民
の

主
を
困
し
め
、
神
の
祀
り
を
匱
し
く
し
、
百
姓
、
望
を
絶
ち
、

社
稷
、
主
無
く
ん
ば
、
将
に
安
く
に
之
を
用
ひ
ん
と
す
。
去

ら
ず
し
て
何
を
か
為
さ
ん
。
天
、
民
を
生
じ
て
之
が
君
を
立

て
、
之
を
司
牧
せ
し
め
、
性
を
失
は
し
む
る
こ
と
勿
し
」

（
襄
公
一
四
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
君
主
と
い
う
も
の
は
、
神
を
祀
り
民
を
治
め
る

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
支
配
者
と
し
て
の
天
命
が
与
え
ら
れ
て
い
る

一
方
で
、

「
神
は
非
類
を
�
け
ず
、
民
は
非
族
を
祀
ら
ず
、
と
。
君

（
太
子
申
生
）
の
祀
り
は
乃
ち
殄
ゆ
る
こ
と
無
か
ら
ん
か
」

（
僖
公
一
〇
年
）

「
若
し
夫
れ
姓
を
保
ち
氏
を
受
け
て
、
以
て
宗
�
を
守
り
、

世
〃
祀
り
を
絶
た
ざ
る
は
、
国
と
し
て
之
無
き
は
無
し
」

（
襄
公
二
四
年
）

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位

三
九
（
三
九
）



と
あ
る
よ
う
に
、
君
主
の
祀
り
と
し
て
、
自
ら
の
一
族
の
姓
や
族

と
い
っ
た
も
の
を
保
っ
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
家
長
と
し
て
の
役
目

も
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
役
割
が
、

小
南
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
�
命
�
と
�
徳
�
と
に
関
す
る
内
容
に

そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
統

治
権
の
集
約
さ
れ
た
「
君
位
」
を
実
体
化
し
て
い
た
「
現
君
の
身

柄
」
に
は
、
文
王
に
関
わ
る
宗
教
的
な
機
能
と
し
て
の
�
命
�
と

�
徳
�
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
基
づ
く
、「
支
配
者
と
し
て
の
身

柄
」
と
君
家
の
「
家
長
と
し
て
の
身
柄
」
と
い
う
二
つ
の
身
柄
が

存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
３８
）
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
即
位
」
と
は
、
始
祖
と
一
体
化
し

「
器
」
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
支
配
者
と
な
る
べ
き
�
命
�
が

始
祖
を
媒
介
と
し
て
新
君
に
伝
授
さ
れ
、「
支
配
者
と
し
て
の
身

柄
」
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
�
命
�
が
継
承
さ
れ
る
儀
式
で
あ

り
、「
葬
」
と
は
、「
卒
哭
」「
�
」「
作
主
」
な
ど
の
血
縁
を
意
識

し
た
儀
式
を
通
し
て
、
始
祖
か
ら
先
君
に
至
る
「
祖
先
」
の
序
列

が
正
し
く
定
め
ら
れ
、
新
君
へ
と
「
血
」
の
流
れ
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
で
、
そ
の
家
の
存
続
観
念
に
結
び
つ
い
て
い
た
�
徳
�
が
、

新
た
な
�
家
長
�
た
る
新
君
に
伝
授
さ
れ
て
「
家
長
と
し
て
の
身

柄
」
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
�
徳
�
が
継
承
さ
れ
る
儀
式
で
あ

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
・
内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
３９
）
。

第
四
節
『
春
秋
』
の
「
葬
」

春
秋
時
代
の
新
君
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
意
味
・
内
容
を
持

つ
「
立
」「
即
位
」「
葬
」
を
経
て
、
そ
の
誕
生
が
認
識
さ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
三
つ
が
そ
ろ
っ
た
記
事

と
し
て
は
、

「
冬
、
斉
の
霊
公
を
葬
る
」（
襄
公
一
九
年
経
）

「
斉
侯
、
魯
に
娶
り
顔
懿
姫
と
曰
ふ
。
子
無
し
。
其
の
姪
�

声
姫
、
光
を
生
み
、
以
て
大
子
と
為
す
…
斉
侯
疾
む
。
崔
杼

微
か
に
光
を
逆
ふ
。
疾
、
病
に
し
て
之
を
立
つ
…
夏
五
月

壬
辰
晦
、
斉
の
霊
公
、
卒
す
。
荘
公
即
位
し
、
公
子
牙
を

句
涜
の
丘
に
執
ふ
」（
襄
公
一
九
年
）

と
い
う
斉
の
荘
公
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
（
４０
）
（
表
１
◎
印
参
照
）。

す
で
に
光
（
 
荘
公
）
は
「
為
大
子
」
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
「
立
」
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
「
立
」
が
太
子
と
し
て

で
は
な
く
、
新
君
と
し
て
「
立
」
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
わ
け

だ
が
、
そ
の
「
立
」
の
後
、�
五
月
�
に
「
即
位
」
が
行
わ
れ
、

�
冬
�
に
先
君
で
あ
る
霊
公
の
「
葬
」
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
「
葬
」
は
『
左
伝
』
で
は
な
く
、『
春

秋
』
の
記
事
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
『
春
秋
』
の
「
葬
」
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
お
こ
う
と
思
う
が
、「
立
」「
即
位
」
と
「
葬
」
と

史
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の
前
後
関
係
を
探
る
意
味
で
も
、
特
に
『
春
秋
』
に
記
さ
れ
る
内

容
と
『
左
伝
』
の
内
容
と
が
時
系
列
的
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ

た
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

例
え
ば
、『
春
秋
』
の
記
事
に
関
し
て
は
、

「
三
月
庚
戌
、
天
王
崩
ず
」（
隠
公
三
年
経
）

「
三
月
壬
戌
、
平
王
崩
ず
。
赴
ぐ
る
に
庚
戌
を
以
て
す
。
故

に
之
を
書
す
」（
隠
公
三
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
魯
へ
赴
告
さ
れ
た
日
が
記
さ
れ
て
い
る
と
『
左

伝
』
が
解
釈
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
（
４１
）
、『
左
伝
』
の
「
立
」「
即

位
」
と
『
春
秋
』
の
「
葬
」
と
は
時
系
列
的
に
つ
な
が
ら
な
い
可

能
性
も
あ
る
が
、
実
は
表
２
を
見
る
と
、『
春
秋
』
と
『
左
伝
』

の
「
葬
」
の
年
月
日
が
、
ま
ず
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く

（
表
２
参
照
）。
確
か
に
『
春
秋
』
が
魯
中
心
の
記
述
で
あ
る
た
め
、

魯
の
君
主
に
関
す
る
「
葬
」
の
年
月
日
が
『
左
伝
』
と
共
通
す
る

の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
衛
の
襄
公
と
い
う
他
国
の
君
主
に

関
し
て
も
、�
昭
公
七
年
十
有
二
月
癸
亥
�
と
そ
の
日
付
ま
で
が

一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
「
葬
」
が
行
わ
れ
た
日

付
が
赴
告
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
少
な

く
と
も
『
春
秋
』
の
「
葬
」
記
事
の
日
付
は
、『
左
伝
』
の

「
葬
」
記
事
の
日
付
に
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、『
春

秋
』
の
「
葬
」
を
『
左
伝
』
の
「
立
」「
即
位
」
と
同
じ
新
君
誕

生
を
認
識
す
る
一
つ
の
段
階
と
し
て
捉
え
て
よ
い
こ
と
、
ま
た
前

節
の
齋
藤
氏
に
よ
る
『
春
秋
』
の
「
葬
」
記
事
の
謚
号
に
つ
い
て

の
見
解
も
、『
左
伝
』
の
「
葬
」
に
関
し
て
あ
る
程
度
適
用
で
き

る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
時
系
列
的
な
つ
な
が
り
の
問
題
を
克
服
し
た
上
で
、

襄
公
一
九
年
の
記
事
に
再
度
注
目
す
る
と
、
そ
の
日
付
な
ど
か
ら
、

「
立
」「
即
位
」「
葬
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
意
味
と
儀
式

と
を
伴
っ
た
三
段
階
が
な
け
れ
ば
新
君
と
し
て
は
認
識
さ
れ
な
か

っ
た
の
が
、
春
秋
時
代
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、「
葬
」
が
赴
告
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
新
君
誕
生
の
認
識
と
ど
う
関
連
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
り
、

こ
こ
に
は
「
葬
」
に
含
ま
れ
る
も
う
一
つ
の
意
味
が
関
わ
っ
て
こ

よ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、「
葬
」
は
正
し
く
序
列
の
定
め
ら
れ
た

始
祖
か
ら
先
君
に
至
る
「
祖
先
」
か
ら
の
「
血
」
の
つ
な
が
り
に

よ
り
、
新
君
へ
と
�
徳
�
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
そ
の
本
質
的
な

内
容
と
す
る
が
、

「
夏
四
月
、
楚
の
康
王
を
葬
る
。
公
（
魯
襄
公
）、
陳
侯
・

鄭
伯
・
許
男
と
葬
を
送
り
、
西
門
の
外
に
至
る
」

（
襄
公
二
九
年
）

「〔
七
月
〕
戊
子
、
晋
の
平
公
卒
す
…
〔
九
月
〕
平
公
を
葬

る
…
既
に
葬
る
。
諸
侯
の
大
夫
、
因
り
て
新
君
に
見
え
ん
と

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位

四
一
（
四
一
）



欲
す
」（
昭
公
一
〇
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
葬
」
は
他
国
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
特
に

昭
公
一
〇
年
で
は
、
他
国
の
人
々
が
「
葬
」
に
際
し
て
新
君
に
目

通
り
を
し
て
い
る
よ
う
に
、「
葬
」
へ
の
参
列
を
通
し
て
、
他
国

の
人
々
に
最
終
的
な
新
君
の
誕
生
を
�
承
認
�
し
て
も
ら
う
意
味

が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
４２
）
。
た
だ
し
、

「
凡
そ
諸
侯
位
に
即
け
ば
、
小
国
は
之
に
朝
し
、
大
国
は
聘

す
」（
襄
公
元
年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
新
君
が
誕
生
し
た
際
に
は
、
各
国
間
で
使
者
の

や
り
と
り
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
だ
と
す
れ
ば
、

『
春
秋
』
の
記
述
か
ら
魯
へ
の
赴
告
と
い
う
面
ば
か
り
で
な
く
、

諸
侯
国
が
最
終
的
な
新
君
の
誕
生
を
相
互
に
�
承
認
�
し
（
４３
）
、
赴
告

し
あ
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
相
互
に
赴

告
し
て
い
た
と
い
う
点
も
含
め
、『
春
秋
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
新
君
が
先
君
の
「
葬
」
を
行
う
こ
と
で
、

始
祖
か
ら
先
君
に
至
る
「
祖
先
」
の
序
列
が
正
し
く
定
め
ら
れ
、

そ
の
「
祖
先
」
か
ら
新
君
に
�
徳
�
が
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
葬
」
に
参
列
し
た
他
国
の
人
々
に
よ
っ
て
も
�
承
認
�
さ
れ
、

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
赴
告
す
る
こ
と
が
「
葬
」
の
意
味
に
は
含
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
４４
）
。

な
お
、『
左
伝
』
が
『
春
秋
』
の
伝
で
あ
る
と
い
う
面
を
考
慮

す
れ
ば
、『
春
秋
』
に
数
多
く
記
さ
れ
る
「
葬
」
が
『
左
伝
』
に

お
け
る
事
例
数
で
も
最
も
多
く
な
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は

「
立
」
が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
第
二
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
新

君
の
即
位
に
は
、「
祖
先
」
に
よ
る
承
認
と
し
て
の
「
即
位
」
が

や
が
て
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
含
意
の
下
に
、「
人
」
に
よ
る

承
認
を
含
ん
だ
�
擁
立
�
を
意
味
す
る
「
立
」
が
最
初
の
段
階
と

し
て
必
要
と
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
で
は
、「
葬
」
は
新

君
の
即
位
す
な
わ
ち
新
君
の
誕
生
が
認
識
さ
れ
る
一
連
の
過
程
の

中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
、
晋
の
覇
権
の
有
無
に
よ
り
春
秋
時
代
を
三
区
分
し
た
吉
本
道

雅
氏
の
分
類
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
数
を
示
し
て
み
る
と

興
味
深
い
こ
と
が
見
つ
か
る
。

立（
君
主
殺
害
）
即
位

葬

前
期（
隠
公
元
年
〜
僖
公
二
七
年
）!
２５

（
１０
）

８

９

中
期（
僖
公
二
八
年
〜
定
公
四
年
）!
３２

（
５
）

１５

３６

後
期（
定
公
五
年
〜
哀
公
二
七
年
）!
１４

（
５
）

１

２

吉
本
氏
に
は
王
位
継
承
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
、「
①
西
周

前
・
中
期
の
父
子
相
続
、
②
西
周
後
期
か
ら
春
秋
前
期
の
混
乱
、

③
春
秋
中
期
の
父
子
相
続
、
④
春
秋
後
期
か
ら
戦
国
前
期
の
混
乱
、

史
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⑤
戦
国
中
期
以
降
の
父
子
相
続
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
４５
）
。
も
ち
ろ

ん
氏
が
付
言
す
る
よ
う
に
、
西
周
・
戦
国
を
含
め
た
検
討
は
必
要

と
な
る
も
の
の
、
本
稿
で
の
検
討
に
沿
っ
て
春
秋
期
だ
け
を
取
り

上
げ
て
み
れ
ば
、
ま
ず
、
継
承
の
不
安
定
な
特
に
前
期
に
お
い
て
、

「
立
」
に
伴
う
君
主
殺
害
の
事
例
の
割
合
が
多
い
点
が
見
出
せ
、

こ
こ
か
ら
も
吉
本
氏
の
見
解
が
確
認
で
き
る
わ
け
だ
が
、
注
目
し

た
い
の
は
、
中
期
に
お
け
る
「
葬
」
の
事
例
数
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
中
期
の
期
間
が
前
期
・
後
期
よ
り
も
長
く
、
ま
た
『
左
伝
』

の
記
事
が
時
代
の
下
る
ほ
ど
増
加
す
る
傾
向
を
持
つ
点
は
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
「
葬
」
の
事
例
数
は
非
常
に

目
立
っ
て
お
り
、
特
に
、
中
期
が
父
子
相
続
の
安
定
し
た
時
期
で

あ
る
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
継
承
の
安
定
時
の
新
君
即
位
に
お

け
る
「
葬
」
の
重
要
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中

期
に
も
「
立
」
し
た
君
主
が
殺
害
さ
れ
る
な
ど
君
位
を
め
ぐ
る
争

い
が
起
き
て
い
る
よ
う
に
、
厳
密
に
言
え
ば
父
子
相
続
の
安
定
が

�
志
向
�
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
継
承
の
安
定
を
志
向
し
よ

う
と
す
る
時
期
に
「
葬
」
の
事
例
数
が
突
出
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
新
君
の
即
位
に
と
っ
て
、
次
第
に
「
葬
」
が
非
常
に
重
要

な
要
素
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
周
王
の
影
響
力
が
低
下
し
、
諸
侯
が
周

王
か
ら
自
立
し
始
め
る
こ
と
で
、
家
長
と
し
て
家
を
治
め
て
い
く

点
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
と
推
定
で
き
る
も
の
で
、

こ
の
こ
と
か
ら
「
君
位
」
を
つ
な
ぐ
要
素
す
な
わ
ち
統
治
権
の
継

続
に
は
、「
葬
」
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
４６
）
。

お
わ
り
に

本
稿
で
の
結
論
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず

「
立
」
と
は
次
期
君
主
と
な
る
人
物
が
�
擁
立
�
さ
れ
る
こ
と
で
、

擁
立
者
が
国
人
な
ど
の
多
数
者
の
総
意
、
あ
る
い
は
個
人
に
よ
る

�
擁
立
�
で
も
国
人
な
ど
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い

て
、
そ
の
�
擁
立
�
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
人
」
に

よ
る
承
認
の
意
味
を
持
つ
新
君
即
位
の
最
初
の
段
階
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
「
即
位
」
と
は
新
君
が
始
祖
そ
の
も
の
に
な
り
、
天
命
を
象

徴
す
る
「
器
」
が
「
祖
先
」
を
媒
介
と
し
て
授
け
ら
れ
る
こ
と
を

内
容
と
す
る
、「
祖
先
」
に
よ
る
承
認
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の

で
、
そ
の
「
器
」
や
「
祖
先
」（
始
祖
）
を
媒
介
と
し
て
支
配
者

と
な
る
べ
き
�
命
�
が
伝
授
さ
れ
、「
支
配
者
と
し
て
の
身
柄
」

が
生
み
出
さ
れ
て
�
命
�
が
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と

を
国
内
の
人
々
に
向
け
て
�
顕
示
�
す
る
と
い
う
「
立
」
に
続
く

段
階
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
「
葬
」
と
は
新
君
が
葬
儀
を

執
り
行
い
、
先
君
を
「
祖
先
」
に
列
す
る
こ
と
で
、
始
祖
か
ら
先

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位

四
三
（
四
三
）



君
ま
で
の
「
祖
先
」
の
序
列
が
正
し
く
定
め
ら
れ
、
新
君
へ
と

「
血
」
の
流
れ
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
家
の
存
続
観
念
に
結

び
つ
く
�
徳
�
が
新
君
に
伝
授
さ
れ
、「
家
長
と
し
て
の
身
柄
」

が
生
み
出
さ
れ
て
�
徳
�
が
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と

を
国
内
の
人
々
ば
か
り
で
な
く
、
周
王
や
諸
侯
な
ど
「
葬
」
に
参

列
し
た
他
国
か
ら
も
�
承
認
�
し
て
も
ら
う
と
い
う
、
新
君
即
位

の
最
終
的
な
段
階
を
示
す
儀
式
で
あ
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か

と
な
っ
た
。

新
君
の
即
位
と
し
て
は
、
政
治
的
闘
争
に
関
わ
る
点
は
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
事
例
数
や
非
常
事
態
を
収
拾
し
、

「
君
位
」
の
安
定
を
目
指
す
手
段
と
し
て
「
立
」
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、「
人
」
に
よ
る
承
認
と
し
て
の
「
立
」

は
最
初
の
段
階
と
し
て
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
「
祖
先
」

に
よ
る
承
認
と
し
て
の
「
即
位
」
も
次
の
段
階
と
し
て
欠
か
す
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
継
承
の
安
定
を
�
志
向
�
す
る
時
期
で
の

「
葬
」
の
記
載
数
の
増
加
か
ら
推
測
す
る
に
、
周
王
朝
の
衰
退
に

伴
い
、
家
長
と
し
て
の
君
主
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

次
第
に
「
葬
」
の
重
要
性
が
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
、
統
治
権
の
継
続
に
は
血
統
の
維
持
が
よ
り
重

要
な
要
素
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
春
秋
時
代
の
状
況
が
前
後
の
時
代
と
ど
う
つ
な
が

っ
て
い
る
の
か
。
周
代
や
漢
代
に
つ
い
て
は
、
尾
形
・
豊
田
・
松

浦
各
氏
の
見
解
を
参
考
に
す
れ
ば
、
そ
の
類
似
性
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
、
戦
国
期
の
即
位
に
つ
い
て
も
、
史
料
的
制
約
の
た
め
は

っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、『
史
記
』
を
見
る
と
、

「
二
十
七
年
五
月
戊
申
、
大
い
に
東
宮
に
朝
し
、
国
を
伝
へ
、

王
子
何
を
立
て
て
以
て
王
と
為
す
。
王
、
廟
見
の
礼
畢
り
、

出
で
て
朝
に
臨
む
。
大
夫
悉
く
臣
と
為
る
」（
趙
世
家
）

と
あ
る
よ
う
に
、
趙
の
武
霊
王
に
位
を
譲
ら
れ
て
王
子
何
（
後
の

恵
文
王
）
が
即
位
し
た
際
の
記
述
と
し
て
、「
廟
見
」
や
「
臨

朝
」
と
い
っ
た
、
本
稿
に
お
け
る
「
即
位
」
の
際
の
特
徴
が
見
ら

れ
る
。
そ
の
後
、

「
主
父
（
武
霊
王
）、
定
め
て
死
す
。
乃
ち
喪
を
発
し
て
諸
侯

に
赴
ぐ
」（
趙
世
家
）

と
あ
る
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
喪
を
諸
侯
に
赴
告
し
て
い
る
点
な
ど

も
、
本
稿
で
検
討
し
た
「
葬
」
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
共
通
し
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
戦
国
期
に
も
春
秋
時
代
の
状
況
が
引
き
続

き
起
こ
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
（
４７
）
。

た
だ
し
、
西
嶋
氏
が
「
中
国
の
皇
帝
制
度
に
お
い
て
は
、
易
姓

革
命
の
ば
あ
い
を
除
い
て
、
即
位
式
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
つ
つ
、
そ
の
後
、
漢
王
朝
内
の
帝
位
継
承

に
お
け
る
即
位
儀
礼
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
よ
う
に
（
４８
）
、
漢
代
あ
る

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

四
四
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四
四
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い
は
周
代
に
も
即
位
儀
礼
に
つ
い
て
の
記
述
は
比
較
的
見
ら
れ
る

が
、
春
秋
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
詳
細
な
内
容
が
残
さ

れ
て
お
ら
ず
、
即
位
儀
礼
な
ど
の
�
具
体
的
な
�
手
続
き
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
た
め
、
王
や
皇
帝
の
即
位

と
諸
侯
の
即
位
と
の
違
い
や
、
時
代
の
流
れ
に
伴
う
細
か
な
変
化

な
ど
を
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な

く
と
も
春
秋
時
代
と
周
・
漢
両
時
代
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

�
複
数
の
段
階
�
を
経
て
新
君
の
誕
生
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
指

摘
で
き
る
の
で
あ
り
、
ま
た
君
位
継
承
に
お
い
て
立
君
か
ら
葬
送

ま
で
の
過
程
を
経
る
こ
と
自
体
は
、
形
を
変
え
つ
つ
も
歴
史
的
に

よ
く
見
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
の
検
討
に

よ
り
、
春
秋
時
代
の
即
位
に
明
確
な
三
段
階
が
確
認
で
き
た
こ
と

で
、
周
代
と
漢
代
と
の
間
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
今
回
導
き
出
し
た
こ
と
は
、『
左
伝
』
の
史
料
的
価
値

に
も
関
係
し
て
く
る
。
確
か
に
『
左
伝
』
は
こ
れ
ま
で
春
秋
時
代

の
史
実
を
比
較
的
多
く
含
ん
だ
書
物
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

今
回
の
検
討
を
同
じ
『
春
秋
』
の
伝
で
あ
る
『
公
羊
伝
』『
穀
梁

伝
』
な
ど
と
比
較
し
て
み
て
も
、『
左
伝
』
の
方
が
よ
り
は
っ
き

り
と
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
見
出
せ
る
の
で
あ
り
（
４９
）
、
ま

た
『
左
伝
』
の
成
書
が
戦
国
時
代
に
下
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
こ
に
戦
国
的
な
表
現
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
の
指
摘
に

つ
い
て
も
、
確
か
に
そ
の
こ
と
自
体
は
否
定
で
き
な
い
が
、『
左

伝
』
は
、
同
じ
く
春
秋
時
代
の
状
況
が
語
ら
れ
て
い
る
『
国
語
』

や
『
史
記
』
と
い
っ
た
他
の
文
献
に
比
べ
て
も
、
よ
り
具
体
的
に

春
秋
時
代
の
即
位
の
状
況
が
記
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
（
５０
）
。
こ
の
よ
う
な
他
の
史
料
と
の
比
較
か
ら
考
え
て
も
、

『
左
伝
』
の
記
述
全
般
が
、
春
秋
史
を
語
る
上
で
の
重
要
な
史
料

と
し
て
の
価
値
を
、
い
ま
だ
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
の
証
明
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
５１
）
。

註（
１
）
水
野
卓
「
春
秋
時
代
の
君
主
―
君
主
の
殺
害
・
出
奔
・
捕
虜
の

検
討
か
ら
―
」（『
史
学
』
第
七
一
巻
第
二
・
三
号
、
二
〇
〇
二

年
）・「
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
の
変
容
―
『
器
』
の
意
味
を

中
心
と
し
て
―
」（『
東
方
学
』
第
一
〇
六
輯
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
２
）
齋
藤
道
子
「
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
と
宗
廟
」（
伊
藤
清

司
先
生
退
官
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
中
国
の
歴
史
と
民
俗
』、

第
一
書
房
、
一
九
九
一
年
）、
二
四
四
頁
。
な
お
水
野
前
掲
注（
１
）

論
文
で
も
統
治
権
は
「
君
位
」
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
実

体
化
し
て
い
た
も
の
が
「
現
君
の
身
柄
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

（
３
）
西
嶋
定
生
「
漢
代
に
お
け
る
即
位
儀
礼
―
と
く
に
帝
位
継
承
の

ば
あ
い
に
つ
い
て
―
」（
榎
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
編
纂
委
員

会
編
『
榎
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』、
山
川
出
版
社
、
一
九
七

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位
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五
年
。
後
に
西
嶋
定
生
『
中
国
古
代
国
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』、
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
に
所
収
）。
尾
形
勇
「
中
国
古
代
に

お
け
る
帝
位
の
継
承
―
そ
の
正
当
化
の
過
程
と
論
理
―
」（『
史
学

雑
誌
』
第
八
五
編
第
三
号
、
一
九
七
六
年
。
後
に
同
『
中
国
古
代

の
「
家
」
と
国
家
―
皇
帝
支
配
下
の
秩
序
構
造
―
』、
岩
波
書
店
、

一
九
七
九
年
に
所
収
）・「
皇
帝
の
自
称
形
式
と
即
位
儀
礼
―
王
朝

交
替
時
の
ば
あ
い
を
中
心
に
―
」（『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報

告
』
第
二
八
号
、
一
九
七
八
年
。
後
に
同
『
中
国
古
代
の
「
家
」

と
国
家
―
皇
帝
支
配
下
の
秩
序
構
造
―
』
に
所
収
）・「
中
国
の
即

位
儀
礼
」（
井
上
光
貞
・
西
嶋
定
生
・
甘
粕
健
・
武
田
幸
男
編
『
東

ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
第
九
巻

東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
儀
礼
と
国
家
』、
学
生
社
、
一
九
八
二
年
）。
金
子
修
一

『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）・『
中
国

古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
４
）
豊
田
久
「
周
王
朝
の
君
主
権
の
構
造
に
つ
い
て
―
『
天
命
の
膺

受
』
者
を
中
心
に
―
」（『
東
洋
文
化
』
第
五
九
号
、
一
九
七
九
年
。

後
に
松
丸
道
雄
編
『
西
周
青
銅
器
と
そ
の
国
家
』、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八
〇
年
に
所
収
）・「
成
周
王
朝
の
君
主
と
そ
の
位
相
」

（
水
林
彪
・
金
子
修
一
・
渡
辺
節
夫
編
『
王
権
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』

〔
比
較
歴
史
学
大
系
１
〕、
弘
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。
平
�

�
郎
「
戦
国
紀
年
再
構
成
に
関
す
る
試
論
―
君
主
在
位
の
称
元
法

か
ら
す
る
古
本
『
竹
書
紀
年
』
の
再
評
価
―
」（『
史
学
雑
誌
』
第

一
〇
一
編
第
八
号
、
一
九
九
二
年
）
を
始
め
と
し
て
、『
新
編
史
記

東
周
年
表
―
中
国
古
代
紀
年
の
研
究
序
章
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
五
年
）・『
中
国
古
代
紀
年
の
研
究
―
天
文
と
暦
の
検
討
か

ら
―
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（
５
）
小
林
伸
二
「
春
秋
時
代
の
国
君
即
位
―
『
春
秋
』
の
史
料
性

―
」（
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
佐
藤
成
順
博

士
古
稀
記
念
論
文
集

東
洋
の
歴
史
と
文
化
』、
山
喜
房
佛
書
林
、

二
〇
〇
四
年
）。
他
に
春
秋
時
代
の
即
位
に
つ
い
て
は
、
在
外
公
子

に
限
定
し
た
も
の
と
し
て
、
佐
々
木
研
太
「
春
秋
期
の
在
外
公
子

の
即
位
を
め
ぐ
っ
て
」（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
六
七
輯
、

二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。

（
６
）
小
林
氏
の
検
討
は
、
あ
く
ま
で
魯
君
主
や
他
国
君
主
が
�
踰
年

即
位
�
で
は
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
仮
に
春

秋
各
国
の
君
主
の
�
踰
年
即
位
�
が
否
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
が
必
ず
し
も
�『
春
秋
』
に
踰
年
称
元
法
の
理
念
が
存
在
し
な

い
�
こ
と
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、『
春

秋
』
が
紀
年
の
記
し
方
と
し
て
踰
年
称
元
法
を
採
用
し
、
そ
の
上

で
記
事
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
平
�
氏
も
取
り

上
げ
て
い
る
が
、『
三
国
史
記
』
巻
一
新
羅
本
紀
南
解
次
次
雄
の
条

に
「
人
君
の
即
位
は
、
踰
年
称
元
、
そ
の
法
は
春
秋
に
詳
ら
か
に

し
て
、
此
れ
先
王
不
刊
の
典
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
非
常
に
古

く
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
自
体
を
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
平
�
説
に
「
反
論
」
す
る

際
の
根
拠
に
も
な
り
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
や
は
り
、
踰

年
称
元
法
に
よ
る
記
載
自
体
の
議
論
を
す
る
前
に
、
ま
ず
は
実
際

の
君
主
の
即
位
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）
今
回
検
討
か
ら
外
し
た
の
は
、
例
え
ば
「
立
」
で
は
、「
初
め
、

〔
斉
の
〕
襄
公
立
ち
て
常
無
し
」（
荘
公
八
年
）
と
い
う
回
想
や
、

「〔

の
〕
国
人
順
は
ず
。
著
丘
公
の
弟
、
庚
輿
を
立
て
ん
と
欲

史
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す
」（
昭
公
一
四
年
）
と
い
っ
た
予
定
な
ど
を
記
し
た
事
例
で
、

「
即
位
」
に
つ
い
て
は
、「
初
め
、〔
衛
の
〕
恵
公
の
即
位
す
る
や

少
し
」（
閔
公
二
年
）
と
い
う
回
想
や
、「
元
年
、
春
、
即
位
を

称
せ
ざ
る
は
、
公
出
づ
る
が
故
な
り
」（
僖
公
元
年
）
と
い
っ
た
経

文
の
解
釈
な
ど
の
事
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
春
秋
』
に
見
え
る
魯

の
君
主
の
即
位
記
事
の
有
無
に
関
し
て
、
平
�
�
郎
『「
春
秋
」
と

「
左
伝
」
戦
国
の
史
書
が
語
る
「
史
実
」、「
正
統
」、
国
家
領
域

観
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
）
の
よ
う
に
、『
公
羊
伝
』

の
記
述
を
紹
介
し
、
斉
の
威
宣
王
の
正
統
観
を
示
す
も
の
に
つ
な

が
る
と
す
る
解
釈
も
あ
り
、「
立
」
や
「
即
位
」
に
関
わ
る
経
文
解

釈
、
特
に
陳
槃
撰
述
『
左
氏
春
秋
義
例
辨
（
重
訂
再
版
本
）』
下
冊

第
八
巻
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
三
年
）
が
ま
と
め
て
い
る

よ
う
な
、
春
秋
の
筆
法
に
関
す
る
『
左
伝
』
の
記
述
は
今
後
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
、『
春

秋
』
の
即
位
に
関
わ
る
語
は
、
本
文
で
挙
げ
た
「
即
位
」
二
例
と

「
立
」
二
例
の
他
に
、
魯
の
文
公
・
宣
公
・
成
公
・
襄
公
・
昭
公
・

定
公
の
六
例
に
「
即
位
」
の
語
が
見
え
る
だ
け
で
、
す
べ
て
合
わ

せ
て
も
一
〇
例
し
か
な
く
、
限
ら
れ
た
事
例
の
中
で
の
検
討
と
な

る
た
め
、
今
回
は
即
位
の
背
景
が
よ
り
詳
し
く
記
さ
れ
た
『
左

伝
』
の
事
例
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
次
第
で
あ
る
。

（
８
）
他
に
も
「
祭
仲
、
宋
人
と
盟
ひ
、
�
公
を
以
て
帰
り
て
之
を

立
つ
。
秋
、
九
月
丁
亥
、
昭
公
衛
に
奔
る
」（
桓
公
一
一
年
）・

「〔
衛
の
〕
左
公
子
泄
・
右
公
子
職
、
公
子
黔
牟
を
立
つ
。
恵
公
、

斉
に
奔
る
」（
桓
公
一
六
年
）・「
十
月
己
未
、〔
魯
の
〕
共
仲
、
圉

人
犖
を
し
て
子
般
を
党
氏
に
賊
せ
し
む
。
成
季
、
陳
に
奔
る
。
閔

公
を
立
つ
」（
荘
公
三
二
年
）・「
成
季
、
僖
公
を
以
て
�
に
適
く
。

共
仲
、

に
奔
る
。
乃
ち
入
り
て
之
（
僖
公
）
を
立
つ
」（
閔
公

二
年
）・「
春
、
�
伯
卒
す
。
�
人
、
君
を
立
つ
。
太
子
、
夫
鍾

と
�
"
と
を
以
て
来
奔
す
」（
文
公
一
二
年
）・「
十
一
月
、
展
輿
、

国
人
に
因
り
て
以
て

氏
を
攻
め
て
之
を
弑
し
、
乃
ち
立
つ
。

去
疾
、
斉
に
奔
る
」（
襄
公
三
一
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
立
」
に

伴
う
対
立
者
の
出
奔
の
事
例
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

（
９
）
た
だ
し
、「
立
」
に
も
、「〔
楚
の
〕
穆
王
立
つ
。
其
の
太
子

為
り
し
と
き
の
室
を
以
て
潘
崇
に
与
へ
、
太
師
と
為
ら
し
め
、
且

つ
環
列
の
尹
を
掌
ら
し
む
」（
文
公
元
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
一
例

だ
け
官
職
が
定
め
ら
れ
る
事
例
が
見
ら
れ
る
が
、
直
前
に
「〔
楚
の

成
王
〕
既
に
し
て
又
王
子
職
を
立
て
て
太
子
商
臣
を
黜
け
ん
と
欲

す
。
商
臣
之
を
聞
く
も
未
だ
察
せ
ず
。
其
の
師
潘
崇
に
告
げ
て
曰

く
、
之
を
若
何
に
し
て
之
を
察
せ
ん
、
と
」
と
あ
る
よ
う
に
、
楚

の
商
臣
が
君
主
と
な
る
際
に
、
潘
崇
に
よ
る
後
押
し
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
官
職
の
決
定

は
、
い
わ
ゆ
る
潘
崇
に
対
す
る
個
人
的
な
待
遇
の
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、「
公
的
」
な
官
職
の
決
定
と
は
言
い
が
た
い
た
め
、
官
職
の

決
定
は
基
本
的
に
「
即
位
」
に
伴
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
よ
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

（
１０
）
こ
の
「
即
位
」
の
日
付
で
あ
る
「
二
月
乙
酉
」
に
つ
い
て
は
、

『
左
氏
会
箋
』（
以
下
会
箋
と
略
す
）
が
「
本
伝
の
正
義
、
晋
語
を

引
き
て
云
ふ
、
正
月
乙
酉
、
公
、
即
位
す
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

「
正
月
乙
酉
」
と
の
説
が
あ
り
、
こ
れ
を
劉
文
淇
『
春
秋
左
氏
伝
旧

注
疏
証
』（
科
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）
は
「
正
月
と
言
ふ
は
、

記
す
者
の
誤
り
な
り
」
と
し
て
退
け
、
会
箋
は
「
悼
公
の
即
位
、

魯
に
在
り
て
は
二
月
と
為
し
、
晋
に
在
り
て
は
正
月
と
為
す
な

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位
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り
」
と
暦
の
問
題
か
ら
解
釈
し
て
い
る
。
正
月
か
二
月
か
の
確
定

は
し
が
た
い
が
、
仮
に
「
即
位
」
が
正
月
と
し
て
も
、「
立
」
と

「
即
位
」
と
で
は
日
付
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
別
々
の
意
味
を
持

っ
て
い
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
１１
）
松
井
嘉
徳
「
鄭
の
七
穆
―
春
秋
世
族
論
の
一
環
と
し
て
―
」

（『
古
代
文
化
』
第
四
四
巻
第
一
号
、
一
九
九
二
年
、
六
頁
）。
た
だ

し
氏
は
鄭
の
太
子
を
取
り
上
げ
た
際
に
、
こ
の
点
に
少
し
言
及
し

た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
身
分
を
含
め
た
春
秋
期
の
太
子
全
般
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１２
）
『
左
伝
』
の
「
立
」
に
つ
い
て
の
注
を
見
る
と
、「
桓
公
を
生
み

て
恵
公
薨
ず
。
是
を
以
て
隠
公
立
ち
て
之
を
奉
ず
」（
先
経
伝
）

の
晋
の
杜
預
の
注
（
以
下
杜
注
と
略
す
）
に
「
桓
尚
ほ
少
き
が
為

に
、
是
を
以
て
立
て
て
太
子
と
為
し
、
国
人
を
帥
ゐ
て
之
を
奉
ず
」、

会
箋
に
「
立
と
は
隠
公
立
ち
て
君
と
為
る
を
謂
ふ
な
り
」
と
あ
る

よ
う
に
、
杜
注
は
桓
公
が
太
子
と
し
て
「
立
」
し
た
と
し
、
会
箋

は
隠
公
が
君
主
と
し
て
「
立
」
し
た
と
す
る
な
ど
、
二
通
り
の
解

釈
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
本
文
で
も
示
し
た
成
公
一
〇

年
で
は
、
次
期
君
主
と
し
て
予
定
さ
れ
た
太
子
で
す
ら
「
立
」
し

て
君
主
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
成
公
一
四
年
・
哀
公
五
年
を
見
る

と
、
太
子
の
「
立
」
の
場
合
に
は
「
太
子
」
の
語
と
と
も
に

「
立
」
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
表
１
で
、
太
子
の
称
を
持
つ
鄭
の
昭
公

（
太
子
忽
）・
僖
公
（
太
子
�
頑
）、
斉
の
孝
公
（
太
子
昭
）・
荘
公

（
太
子
光
）、
晋
の
�
公
（
太
子
州
蒲
）、
衛
の
荘
公
（
太
子
#
$
）、

楚
の
昭
王
（
太
子
壬
）
な
ど
に
も
「
立
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
「
太
子
」
の
語
が
伴
わ
な
い
「
立
」
を
、
基
本
的
に

君
主
の
即
位
に
関
わ
る
語
と
し
て
考
え
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
問
題
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
桓
公
が
、
生
母
が

夫
人
の
称
を
持
つ
嫡
子
と
考
え
ら
れ
る
太
子
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

周
代
宗
法
制
に
基
づ
く
嫡
子
継
承
が
諸
侯
の
間
で
も
機
能
し
て
い

た
と
す
れ
ば
、「
立
」
と
は
嫡
子
の
よ
う
な
本
来
的
な
継
承
者
が
い

る
時
に
は
不
要
な
、
い
わ
ゆ
る
�
指
名
�
の
よ
う
な
も
の
と
も
解

せ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
表
１
の
中
で
嫡
子
か
つ
太
子
の
可
能
性

が
あ
る
の
は
、
魯
の
桓
公
と
晋
の
霊
公
だ
け
で
あ
り
、
事
例
数
が

少
な
い
た
め
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
杜
注
と
会
箋

と
で
解
釈
が
分
か
れ
た
魯
の
桓
公
も
、
太
子
か
つ
嫡
子
で
あ
り
な

が
ら
「
立
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
立
」
を
新
君
の

即
位
に
関
わ
る
手
続
き
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

（
１３
）
小
林
前
掲
注（
５
）論
文
、
一
五
二
頁
。

（
１４
）
豊
田
久
「
成
周
王
朝
と
そ
の
儀
礼
―
『
王
』
と
臣
下
、
又
は
神

と
の
間
の
意
志
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て
―
」（『
史
滴
』
第
一
一
号
、

一
九
八
一
年
）、
九
〜
一
一
頁
。

（
１５
）
齋
藤
道
子
「
祖
先
と
時
間
―
宗
廟
・
祭
器
に
込
め
ら
れ
た
春
秋

時
代
の
時
間
観
念
―
」（『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』
第
七
七
輯
、

二
〇
〇
二
年
）、
一
八
一
・
一
八
二
頁
。

（
１６
）
武
宮
に
関
し
て
は
、
豊
田
久
「
晋
の
武
宮
と
朝
廟
の
礼
」（『
史

滴
』
第
四
号
、
一
九
八
三
年
）
が
検
討
を
行
っ
て
お
り
、「
武
宮
」

に
朝
し
た
文
公
・
成
公
・
悼
公
が
い
ず
れ
も
外
よ
り
入
っ
て
「
君

位
」
に
即
い
た
蕃
支
継
業
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
晋
邦
の
君
主
と

い
う
『
公
』
的
立
場
の
権
威
の
根
源
で
あ
る
、
晋
邦
統
一
の
祖
・

武
公
の
神
霊
に
対
し
、
即
位
式
の
前
に
晋
邦
の
君
主
に
即
位
す
る

報
告
を
行
な
い
、
そ
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
、
晋
邦
の
君
主
と

史
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い
う
『
公
』
的
立
場
に
即
く
、
先
君
の
冊
命
を
受
け
て
い
な
い
蕃

支
纂
業
者
に
と
っ
て
特
に
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」（
二
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、「
朝
武
宮
」
は

特
殊
な
事
例
と
も
と
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、「
即
位
」
に
始
祖
が

関
わ
っ
て
い
る
点
は
指
摘
で
き
よ
う
。

（
１７
）
尾
形
前
掲
注（
３
）論
文
「
中
国
の
即
位
儀
礼
」、
四
一
・
四
三

頁
。

（
１８
）
豊
田
前
掲
注（
４
）論
文
「
成
周
王
朝
の
君
主
と
そ
の
位
相
」、

一
七
五
頁
。

（
１９
）
水
野
前
掲
注（
１
）論
文
「
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
の
変

容
」。

（
２０
）
尾
形
前
掲
注（
３
）論
文
「
中
国
の
即
位
儀
礼
」、
四
三
頁
。
豊

田
前
掲
注（
４
）論
文
「
成
周
王
朝
の
君
主
と
そ
の
位
相
」、
一
七
六

頁
。

（
２１
）
増
淵
龍
夫
「
春
秋
戦
国
時
代
の
社
会
と
国
家
」（
荒
松
雄
ほ
か

編
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
４

東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
�
』、
岩
波

書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
一
五
六
頁
。
ち
な
み
に
、「
立
」
に
関
わ

る
擁
立
者
を
類
別
す
る
と
、
先
君
及
び
先
君
の
族
六
例
・
国
人
一

〇
例
・
個
人
三
四
例
・
他
国
一
六
例
・
自
立
四
例
・
不
明
六
例
と

な
り
（
重
複
五
例
を
含
む
）、
国
人
に
よ
る
擁
立
が
あ
る
程
度
見
え

る
こ
と
か
ら
も
、
氏
の
指
摘
を
確
認
で
き
る
わ
け
だ
が
、
一
方
で
、

時
代
が
下
る
と
、
例
え
ば
魯
の
昭
公
を
「
立
」
し
た
季
武
子
（
襄

公
三
一
年
）
や
衛
の
荘
公
を
「
立
」
し
た
孔
%
（
哀
公
一
五
年
）

な
ど
の
場
合
、
国
人
と
の
調
和
は
見
ら
れ
ず
、
次
第
に
「
国
の
共

同
体
的
側
面
」
が
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
氏
の
見
解
も
ま
た
確
認

で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、「
国
人
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
増
淵

氏
が
「
当
時
、『
国
』
と
い
う
の
は
、
こ
の
中
央
の
内
城
を
ふ
く
め

て
内
城
外
の
郭
（
外
城
）
で
か
こ
ま
れ
た
地
を
さ
す
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
を
一
般
に
『
国
人
』
と
も
称
し

た
」（
一
四
七
・
一
四
八
頁
）
と
述
べ
、
ま
た
、
吉
本
道
雅
『
中
国

先
秦
史
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
。
初
出

は
「
春
秋
国
人
考
」『
史
林
』
第
六
九
巻
第
五
号
、
一
九
八
六
年
及

び
「
春
秋
国
人
再
考
」『
立
命
館
文
学
』
第
五
七
八
号
、
二
〇
〇
三

年
）
も
増
淵
氏
と
や
や
見
解
の
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
つ
つ
、
世

族
な
い
し
は
卿
・
大
夫
と
考
え
ら
れ
る
「〈
国
号
〉・
人
」
に
せ
よ
、

大
夫
の
下
層
・
士
を
指
す
「
國
人
」
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
「
そ
の

具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
都
城
で
あ
る
『
國
』
の
居
住
者
と
い
う

実
態
を
基
本
的
に
共
有
し
て
い
る
」（
二
一
〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
「
国
」
内
に
居
住
す
る
人
々
を
国
人
の

内
容
と
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

（
２２
）
高
木
智
見
「
春
秋
時
代
の
神
・
人
共
同
体
に
つ
い
て
」（『
中
国

―
社
会
と
文
化
』
第
五
号
、
一
九
九
〇
年
）。

（
２３
）
表
１
を
見
る
と
、「
立
」
と
「
即
位
」
と
が
と
も
に
記
さ
れ
、

か
つ
年
月
日
が
比
較
的
明
ら
か
な
事
例
の
中
で
、「
文
公
即
位

す
」（
文
公
一
六
年
）・「
春
、
晋
の
荀
林
父
・
衛
の
孔
達
・
陳
の
公

孫
寧
・
鄭
の
石
楚
、
宋
を
伐
つ
。
討
じ
て
曰
く
、
何
の
故
に
君
を

弑
す
、
と
。
猶
ほ
文
公
を
立
て
て
還
る
」（
文
公
一
七
年
）
と
あ

る
よ
う
に
、
宋
の
文
公
だ
け
が
「
即
位
」
の
後
に
「
立
」
と
記
さ

れ
て
い
る
（
表
１
★
印
参
照
）。
た
だ
し
、
こ
の
「
立
」
は
擁
立
者

で
あ
る
他
国
の
大
夫
が
先
君
を
弑
し
た
こ
と
を
問
い
た
だ
し
た
後

の
こ
と
で
、
先
君
殺
害
と
い
う
異
常
事
態
に
伴
っ
た
追
認
と
い
う

意
味
合
い
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位

四
九
（
四
九
）



（
２４
）
小
林
伸
二
「『
春
秋
』
に
見
え
る
卒
葬
記
事
」（『
鴨
台
史
学
』

創
刊
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
九
五
頁
。

（
２５
）
他
に
『
左
伝
』
の
中
で
「
葬
」
と
「
立
」「
即
位
」
と
が
関
連

し
、
か
つ
年
月
日
が
あ
る
程
度
は
っ
き
り
し
て
い
る
事
例
と
し
て

は
、「
五
月
、
晋
、
大
子
州
蒲
を
立
て
て
以
て
君
と
為
す
…
冬
、

晋
の
景
公
を
葬
る
」（
成
公
一
〇
年
）・「〔
乙
亥
〕、
遂
に
之
（
斉

の
荘
公
）
を
弑
す
…
丁
丑
、
崔
杼
立
て
て
之
（
景
公
）
に
相
た

り
…
丁
亥
、
諸
（
荘
公
）
を
士
孫
の
里
に
葬
る
」（
襄
公
二
五

年
）・「〔
九
月
〕
己
亥
、
孟
孝
伯
、
卒
す
。
敬
帰
の
�
、
斉
帰
の
子
、

公
子
&
を
立
つ
…
冬
十
月
、
滕
の
成
公
来
た
り
て
葬
に
会
す
」

（
襄
公
三
一
年
）
な
ど
が
あ
り
（
表
１
△
◇
印
参
照
）、
新
君
誕
生

の
認
識
と
「
葬
」
と
の
間
に
は
重
要
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

（
２６
）
新
君
誕
生
の
認
識
と
「
葬
」
と
を
結
び
つ
け
る
点
に
関
し
て
は
、

「
宋
の
桓
公
卒
す
。
未
だ
葬
ら
ず
し
て
襄
公
諸
侯
に
会
す
。
故
に
子

と
曰
ふ
。
凡
そ
喪
に
在
れ
ば
、
王
を
小
童
と
曰
ひ
、
公
侯
を
子
と

曰
ふ
」（
僖
公
九
年
）
の
杜
注
「
喪
に
在
ら
ず
と
は
、
未
だ
葬
ら
ざ

る
な
り
」
や
、「
冬
、
公
、
晋
侯
・
斉
侯
・
宋
公
・
蔡
侯
・
鄭
伯
・

陳
子
・

子
・
�
子
・
秦
人
に
温
に
会
す
」（
僖
公
二
八
年
経
）
の

杜
注
「
陳
の
共
公
、
子
と
称
す
は
、
先
君
未
だ
葬
ら
ざ
れ
ば
な

り
」
な
ど
の
注
釈
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
後
代
の
解

釈
で
は
あ
る
が
、「
葬
」
を
行
い
終
わ
っ
た
時
こ
そ
が
新
君
誕
生
を

認
識
す
る
最
終
的
な
段
階
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
僖
公
九
年
の
会
箋
に
は
、「
古
は
諒
闇
の
三
年
、
公
侯
は
子

と
称
す
。
春
秋
の
時
、
未
だ
年
の
踰
え
ざ
る
の
君
も
子
と
称
す
。

此
れ
其
の
遺
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
君
の
誕
生
に
つ
い
て
踰

年
と
の
関
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
踰
年
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
平
�
氏
が
前
掲
注（
４
）で
示
し
た
一
連
の
研
究
に
お
い
て
、

年
代
矛
盾
の
解
消
作
業
か
ら
、
春
秋
時
代
の
�
当
時
の
制
度
�
と

し
て
の
踰
年
称
元
法
を
否
定
し
て
お
り
、
小
林
氏
も
前
掲
注（
５
）

論
文
で
、�
踰
年
即
位
�
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
に
、
こ

こ
で
会
箋
が
踰
年
と
新
君
の
誕
生
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
春

秋
時
代
の
�
実
際
�
の
状
況
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
２７
）
齋
藤
道
子
「
春
秋
時
代
の
『
諸
侯
位
』
に
つ
い
て
―
『
春
秋
』

の
表
記
を
手
掛
か
り
に
―
」（『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』
第
八
一

輯
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
九
七
頁
。
な
お
、
謚
に
つ
い
て
は
、
窪
添

慶
文
「
中
国
の
喪
葬
儀
礼
―
漢
代
の
皇
帝
の
儀
礼
を
中
心
に
―
」

（
井
上
光
貞
・
西
嶋
定
生
・
甘
粕
健
・
武
田
幸
男
編
『
東
ア
ジ
ア
世

界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
第
九
巻

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
儀

礼
と
国
家
』、
学
生
社
、
一
九
八
二
年
）
が
、『
続
漢
書
』
礼
儀
志

下
に
、
葬
列
出
発
に
際
し
て
柩
に
向
か
っ
て
謚
を
贈
る
儀
礼
が
見

ら
れ
、『
通
典
』
に
「
周
制
は
、
諸
侯
薨
ず
れ
ば
、
臣
下
其
の
行
ひ

を
跡
累
し
、
以
て
赴
き
王
に
告
ぐ
。
王
、
大
夫
を
遣
は
し
其
の
葬

に
会
せ
し
め
、
因
り
て
之
に
謚
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
秦
の

諸
侯
が
葬
時
、
具
体
的
に
は
埋
葬
す
る
葬
列
の
出
発
前
に
謚
が
贈

ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
２８
）
「
葬
」
が
先
君
か
ら
「
祖
先
」
へ
と
変
化
す
る
区
切
り
と
い
う

こ
と
で
言
え
ば
、「
初
め
、
申
侯
は
申
の
出
な
り
。
楚
の
文
王
に
寵

有
り
。
文
王
将
に
死
せ
ん
と
す
る
と
き
、
之
に
璧
を
与
へ
て
行
ら

し
め
て
曰
く
…
と
。
既
に
葬
り
て
、
鄭
に
出
奔
す
」（
僖
公
七

年
）
や
、「〔
六
月
〕
丁
巳
、〔
周
の
〕
景
王
を
葬
る
。
王
子
朝
、

旧
官
百
工
の
職
秩
を
喪
ひ
し
者
と
、
霊
・
景
の
族
と
に
因
り
て
乱

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

五
〇
（
五
〇
）



を
作
す
」（
昭
公
二
二
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
先
君
の
「
葬
」
の
後

に
先
君
と
関
係
の
あ
っ
た
�
他
国
の
者
�
が
出
奔
す
る
事
例
や
反

乱
を
起
こ
す
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、「
葬
」
が
何
ら
か
の

区
切
り
、
言
う
な
れ
ば
先
君
と
の
決
別
の
時
点
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
２９
）
『
左
伝
』
に
記
さ
れ
た
君
主
の
「
葬
」
で
は
な
い
が
、『
春
秋
』

の
夫
人
に
関
す
る
「
葬
」
に
つ
い
て
、「
夏
、
君
氏
卒
す
。
声
子
な

り
。
諸
侯
に
赴
げ
ず
、
寝
に
反
哭
せ
ず
、
姑
に
�
せ
ず
。
故
に
薨

と
曰
は
ず
、
夫
人
と
称
さ
ず
。
故
に
葬
と
言
わ
ず
、
姓
を
書
せ
ず
。

公
の
為
の
故
に
君
氏
と
曰
へ
り
」（
隠
公
三
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、

『
春
秋
』
に
「
葬
」
と
記
さ
れ
る
た
め
に
は
、�
諸
侯
に
赴
ぐ
��
寝

に
反
哭
す
��
姑
に
�
す
�
と
い
っ
た
こ
と
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
『
左
伝
』
に
記
さ
れ
て
い
る
点
を
参
考
に
す
れ
ば
、『
左

伝
』
の
君
主
の
「
葬
」
も
「
卒
哭
」
な
ど
の
過
程
を
含
ん
で
い
た

と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
３０
）
内
野
台
嶺
「『
主
』
考
」（『
内
野
台
嶺
先
生
追
悼
論
文
集
』、
一

九
五
四
年
）、
二
・
三
頁
。
栗
原
朋
信
「
木
主
考
（
試
論
）」（
中
国

古
代
史
研
究
会
編
『
中
国
古
代
史
研
究
』
第
二
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
五
年
）、
一
九
二
・
一
九
三
頁
。

（
３１
）
齋
藤
前
掲
注（
２
）論
文
、
二
四
四
・
二
四
五
頁
。
な
お
先
君
の

「
葬
」
で
は
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
参
考
で
あ
る
が
、「
九
月
、
斉

帰
を
葬
る
。
公
（
魯
昭
公
）
'
し
ま
ず
…
〔
晋
の
史
趙
〕
曰
く
、

帰
の
姓
な
り
。
親
を
思
は
ざ
れ
ば
、
祖
、
帰
せ
ざ
る
な
り
、
と
」

（
昭
公
一
一
年
）
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
そ
の
杜
注
に
「
姓
は
生
な

り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
親
を
思
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
祖
考
の
帰
祐
す

る
所
と
為
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
葬
」
を
通
し
て
親
を
思
う
こ

と
で
、「
新
君
の
身
柄
」
と
い
う
あ
る
べ
き
位
置
に
「
祖
先
の
霊

威
」
が
�
帰
着
�
し
、
祖
先
の
祐
け
が
得
ら
れ
る
と
解
釈
で
き
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
葬
」
に
よ
っ
て
「
祖
先
」
か
ら
の
「
血
」
の

流
れ
が
新
君
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
確
認
で
き

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３２
）
小
南
一
郎
『
古
代
中
国

天
命
と
青
銅
器
』（
京
都
大
学
学
術

出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
九
頁
。
初
出
は
「
天
命
と
徳
」『
東

方
学
報
』
京
都
、
第
六
四
冊
、
一
九
九
二
年
）。

（
３３
）
小
南
前
掲
注（
３２
）著
書
、
二
二
三
頁
。
時
代
は
下
る
が
、
漢
代

の
喪
葬
儀
礼
を
即
位
と
関
連
づ
け
た
松
浦
千
春
「
漢
よ
り
唐
に
至

る
帝
位
継
承
と
皇
太
子
―
謁
廟
の
礼
を
中
心
に
―
」（『
歴
史
』
第

八
〇
輯
、
一
九
九
三
年
）
は
、
尾
形
前
掲
注（
３
）著
書
の
「『
天

命
』
と
は
、
そ
れ
が
直
接
下
っ
た
王
朝
創
立
者
個
人
の
も
の
で
あ

る
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
者
が
構
築
し
た
『
何
家
』
の
保
有
物
と
し

て
一
定
期
間
・
一
定
世
代
継
承
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
」（
三
〇

三
頁
）
と
い
う
指
摘
を
も
と
に
、「
先
帝
の
喪
主
す
な
わ
ち
『
漢

家
』
の
『
嗣
子
』
と
し
て
喪
葬
儀
礼
を
つ
と
め
る
こ
と
、
そ
の
こ

と
を
通
し
て
『
天
命
』
も
ま
た
継
受
さ
れ
た
と
観
念
さ
れ
る
こ
と

は
極
め
て
自
然
で
あ
る
」（
七
〇
頁
）
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
葬
」
と
天
命
の
継
承
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
小
南
氏
が
、�
命
�
と
�
徳
�
の
観
念
は
重
複
し
、
西
周
期

に
は
習
合
し
て
い
た
と
述
べ
る
よ
う
に
（
二
二
〇
頁
）、
漢
代
で
は
、

�
命
�
も
�
徳
�
も
「
天
命
」
と
一
括
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
た
だ
し
、
両
者
が
西
周
期
に
習
合
し
て
い
た
と
は
い
え
、

小
南
氏
自
身
も
両
者
の
本
来
の
意
味
内
容
の
違
い
を
当
書
の
中
で

指
摘
す
る
よ
う
に
（
二
二
三
・
二
二
四
頁
）、
春
秋
期
で
は
ま
だ

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位

五
一
（
五
一
）



別
々
の
も
の
と
し
て
意
識
す
る
観
念
が
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
３４
）
豊
田
前
掲
注（
４
）論
文
「
周
王
朝
の
君
主
権
の
構
造
に
つ
い

て
」
な
ど
。

（
３５
）
小
南
前
掲
注（
３２
）著
書
、
二
二
八
頁
。

（
３６
）
例
え
ば
、「
諸
侯
の
封
ぜ
ら
る
る
や
、
皆
明
器
を
王
室
に
受
け

て
、
以
て
其
の
社
稷
を
鎮
撫
す
」（
昭
公
一
五
年
）
と
あ
る
よ
う
な
、

諸
侯
の
封
建
時
に
与
え
ら
れ
た
明
器
に
つ
い
て
、「
叔
父
唐
叔
は
、

成
王
の
母
弟
な
り
。
其
れ
反
り
て
分
無
か
ら
ん
や
。
密
須
の
鼓
と

其
の
大
路
と
は
、
文
の
大
蒐
せ
し
所
以
な
り
。
闕
鞏
の
甲
は
、
武

の
商
に
克
ち
し
所
以
な
り
」（
昭
公
一
五
年
）
と
あ
り
、
文
王
と
武

王
と
に
由
来
す
る
�
も
の
�
が
示
さ
れ
て
い
る
記
事
も
あ
る
よ
う

に
、
諸
侯
に
も
文
王
・
武
王
の
影
響
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
豊
田
氏
や
小
南
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
西
周
も
後
期

に
な
る
と
文
王
と
武
王
の
功
績
が
一
つ
に
合
わ
さ
れ
、
春
秋
時
代

に
な
る
と
、
周
王
の
影
響
力
が
次
第
に
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
諸
侯
に
は
祭
祀
権
・
軍
事
権
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
だ
け
が

残
り
、
か
つ
周
王
朝
を
中
心
と
し
た
四
方
の
支
配
を
意
味
す
る
武

王
由
来
の
軍
事
権
が
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
た
め
、
春
秋
諸
侯
に

は
祭
祀
権
と
い
う
宗
教
的
な
機
能
の
み
が
残
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

（
３７
）
齋
藤
前
掲
注（
２
）論
文
、
二
五
二
頁
。
水
野
前
掲
注（
１
）論
文

「
春
秋
時
代
に
お
け
る
統
治
権
の
変
容
」、
四
七
頁
。
ま
た
齋
藤
道

子
「
春
秋
時
代
の
支
配
権
と
時
間
」（『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』

第
六
六
輯
、
一
九
九
六
年
）
で
は
、
春
秋
期
の
「
支
配
権
」
を
検

討
し
、
君
主
が
時
の
作
り
手
で
あ
る
点
に
着
目
し
て
、
自
分
の
祖

先
の
為
政
者
た
ち
が
支
配
者
と
し
て
作
っ
た
時
間
を
担
っ
て
自
ら

も
作
り
出
す
「
支
配
者
と
し
て
作
る
時
間
」
と
、
特
定
の
家
の
人

間
と
し
て
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
と
流
れ
て
い
く
「
家
の
時

間
」
の
二
種
類
の
時
間
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
八
六
・

八
七
頁
）。

（
３８
）
為
政
者
が
持
つ
二
つ
の
身
柄
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
Ｅ
・
カ

ン
ト
ー
ロ
ヴ
ィ
チ
著
・
小
松
公
訳
『
王
の
二
つ
の
身
体
―
中
世
政

治
神
学
研
究
』（
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
）
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例

と
し
て
、
王
に
は
死
す
べ
き
身
体
と
し
て
の
「
自
然
的
身
体
」
と
、

政
治
組
織
や
統
治
機
構
か
ら
成
り
、
人
民
を
指
導
し
、
公
共
の
福

利
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
「
政
治
的
身
体
」
と
い
う
二
つ
の

身
体
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
理
論
が
古
代

中
国
に
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
観
念
が
、
古
代
の
世
界
史
的
な
共
通
要
素
と
し
て
古
代
中

国
に
も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

（
３９
）
齋
藤
前
掲
注（
１５
）論
文
は
、
始
祖
を
「
支
配
者
と
し
て
の
型

板
」（
一
八
〇
頁
）
と
考
え
、
そ
の
始
祖
と
新
君
と
が
即
位
儀
礼
に

お
い
て
一
体
化
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
、「
即
位
」
に

お
い
て
、
始
祖
を
媒
介
と
し
た
天
命
を
受
け
る
こ
と
で
新
君
の

「
支
配
者
と
し
て
の
身
柄
」
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ

う
。
ま
た
、
漢
代
の
例
な
が
ら
、
松
浦
前
掲
注（
３３
）論
文
は
、「
喪

礼
は
本
来
祖
先
崇
拝
に
根
差
す
極
め
て
神
聖
な
儀
礼
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
喪
主
を
つ
と
め
る
こ
と
は
『
家
』
を
継
ぐ
、

『
嗣
子
』
た
る
者
の
厳
粛
な
義
務
で
あ
り
、
と
同
時
に
、
特
権
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」（
六
九
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

五
二
（
五
二
）



を
参
考
に
す
れ
ば
、「
葬
」
を
行
う
こ
と
で
「
家
長
と
し
て
の
身

柄
」
が
生
み
出
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
「
即
位
」
と
「
葬
」
と
は
�
命
�
と
�
徳
�

と
い
う
継
承
さ
れ
る
内
容
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
宗
教
的

な
機
能
に
関
わ
る
儀
式
で
あ
る
た
め
、
表
１
の
晋
の
平
公
、
楚
の

�
敖
・
霊
王
と
い
っ
た
事
例
の
よ
う
に
、
宗
教
的
な
機
能
で
あ
る

�
命
�
と
�
徳
�
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
強
調
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、

「
即
位
」
と
「
葬
」
と
が
前
後
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
場
合
も
あ

り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
「
立
」
と
「
葬
」
に
つ
い
て

は
、
ほ
ぼ
「
立
」
↓
「
葬
」
の
順
序
と
な
っ
て
い
る
が
（
表
１
△

印
参
照
）、「
六
月
、〔
魯
の
〕
文
公
を
葬
る
…
冬
十
月
、
仲
、
悪

と
視
と
を
殺
し
て
、
宣
公
を
立
つ
」（
文
公
一
八
年
）
と
あ
る
よ

う
に
、
魯
の
宣
公
だ
け
が
「
葬
」
の
後
で
「
立
」
と
な
っ
て
い
る

（
表
１
▲
印
参
照
）。
確
か
に
宣
公
の
先
君
を
文
公
と
考
え
れ
ば
矛

盾
す
る
事
例
で
あ
る
が
、「
立
」
の
直
前
で
文
公
の
子
で
あ
り
、
杜

注
が
「
悪
は
太
子
な
り
」
と
す
る
太
子
悪
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
点

に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
文
公
を
「
葬
」
し
た
の
は
太
子
悪
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
り
、
だ
と
す
れ
ば
、
宣
公
に
と
っ
て
先
君
に
あ
た

る
存
在
は
太
子
悪
と
な
る
た
め
、「
立
」
と
「
葬
」
と
が
前
後
す
る

の
で
あ
ろ
う
。

（
４０
）
実
は
表
１
を
見
る
と
、
他
に
「
立
」「
即
位
」「
葬
」
の
三
つ
が

そ
ろ
う
記
事
と
し
て
、
成
公
一
八
年
の
晋
の
悼
公
の
事
例
が
あ
る

（
表
１
◎
印
参
照
）。
た
だ
し
、「
春
、
王
の
正
月
庚
申
、
晋
の
欒

書
・
中
行
偃
、
程
滑
を
し
て
�
公
を
弑
せ
し
め
、
之
を
翼
の
東
門

の
外
に
葬
る
。
車
一
乗
を
以
て
す
。
荀
�
・
士
魴
を
し
て
周
子

を
京
師
に
逆
へ
し
め
て
之
を
立
つ
…
二
月
乙
酉
朔
、
晋
の
悼
公

朝
に
即
位
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
葬
」
が
「
立
」
や
「
即
位
」

に
先
立
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
で
検
討
し
て
き
た
順
序
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
葬
」
は
、
先
君
で
あ
る
�
公

が
「
弑
」
さ
れ
た
と
い
う
異
常
事
態
に
関
わ
っ
て
お
り
、
杜
注
に

も
「
諸
侯
の
喪
車
は
七
乗
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
式
な

「
葬
」
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
「
崔
氏
、
荘
公
を
北
郭
に
側
し
、

〔
五
月
〕
丁
亥
、
諸
を
士
孫
の
里
に
葬
る
。
四
(
し
て
蹕
せ
ず
。
下

車
七
乗
、
兵
甲
を
以
て
せ
ず
」（
襄
公
二
五
年
）・「
二
月
癸
卯
、
斉

人
、
荘
公
を
北
郭
に
葬
る
」（
襄
公
二
九
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
仮

葬
さ
れ
た
君
主
が
改
め
て
「
葬
」
さ
れ
る
事
例
が
他
に
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
葬
」
も
仮
葬
で
あ
り
、
本
葬
は

別
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
葬
」
が
「
立
」「
即
位
」
の
前

に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
特
別
の
場
合
も
あ

る
が
、「
立
」
と
「
即
位
」
に
つ
い
て
は
第
一
・
二
節
で
、「
立
」

「
即
位
」
と
「
葬
」
に
つ
い
て
も
第
三
節
で
取
り
上
げ
た
事
例
か
ら

そ
の
前
後
関
係
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、「
立
」「
即
位
」「
葬
」
の

順
序
で
新
君
誕
生
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

（
４１
）
久
富
木
成
大
「
春
秋
赴
告
考
」（
森
三
樹
三
郎
博
士
頌
寿
記
念

事
業
会
編
『
森
三
樹
三
郎
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
学
論
集
』、
朋
友
書

店
、
一
九
七
九
年
）
は
、『
左
伝
』
が
『
春
秋
』
を
魯
へ
の
赴
告
書

で
あ
る
と
見
做
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
赴
告
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
を
探
っ
て
い
る
。

（
４２
）
小
林
前
掲
注（
２４
）論
文
は
、『
春
秋
』
に
「
葬
」
が
ほ
ぼ
必
ず

記
さ
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
魯
へ
の
赴
告
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、「
葬
」
を
「
会
葬
挙
行
と
正
式
即
位
に
よ
る
君
位
継
承

の
無
事
完
了
の
伝
達
」
と
規
定
し
た
が
、
本
文
で
の
検
討
か
ら
考

春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位

五
三
（
五
三
）



え
れ
ば
、
新
君
が
先
君
の
「
葬
」
を
執
り
行
い
、
他
国
か
ら
の

「
葬
」
参
列
に
よ
り
、
最
終
的
な
新
君
の
誕
生
が
対
外
的
に
�
承

認
�
さ
れ
た
こ
と
を
魯
に
報
告
し
て
き
た
、
と
よ
り
具
体
的
に

「
葬
」
の
内
容
は
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
４３
）
新
君
の
対
外
的
な
�
承
認
�
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
高
木
智

見
「
春
秋
時
代
の
結
盟
習
俗
に
つ
い
て
」（『
史
林
』
第
六
八
巻
第

六
号
、
一
九
八
五
年
）
が
、「
君
が
新
た
に
即
位
し
た
時
に
も
、
他

国
と
改
め
て
結
盟
し
、
友
好
関
係
の
継
続
を
図
っ
た
」（
四
六
頁
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
会
盟
と
い
う
場
も
そ
の
機
能
を
果
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
氏
が
続
け
て
「
特
に
、
君
位
を
簒
奪

し
た
場
合
に
は
、
会
盟
の
場
で
新
君
の
地
位
が
承
認
さ
れ
る
意
義

は
大
で
あ
っ
た
」（
四
六
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
点
や
、「
春
、
)

に
盟
ふ
は
、
王
室
を
謀
る
な
り
。
鄭
伯
、
盟
を
乞
ふ
は
、
服
せ
ん

こ
と
を
請
ふ
な
り
。〔
周
の
〕
襄
王
、
位
を
定
め
て
、
而
る
後
に
喪

を
発
せ
り
」（
僖
公
八
年
）・「〔
斉
侯
に
〕
平
州
に
会
し
て
、
以
て

公
（
魯
宣
公
）
の
位
を
定
む
」（
宣
公
元
年
）
の
杜
注
「
簒
立
す
る

者
、
諸
侯
す
で
に
之
と
会
す
れ
ば
、
則
ち
復
た
討
ぜ
ら
る
る
を
得

ず
」
を
見
る
限
り
、
会
盟
に
お
け
る
承
認
は
内
乱
や
簒
奪
と
い
っ

た
非
常
時
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
小

林
前
掲
注（
２４
）論
文
の
検
討
を
参
考
に
『
春
秋
』
か
ら
「
葬
」
の

記
事
を
取
り
上
げ
、
数
と
し
て
ま
と
め
た
表
３
を
見
て
も
、『
春

秋
』
で
は
君
主
死
去
の
際
に
、
小
国
の
事
例
は
や
む
を
え
な
い
と

し
て
も
、
先
君
の
殺
害
時
に
は
「
葬
」
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
「
葬
」
に
お
い
て
そ
の
即
位
は
対
外

的
に
�
承
認
�
さ
れ
る
が
、
君
位
の
簒
奪
な
ど
の
非
常
時
に
は
、

さ
ら
に
会
盟
の
場
で
の
対
外
的
な
�
承
認
�
も
必
要
で
あ
っ
た
可

能
性
が
想
定
で
き
よ
う
。

（
４４
）
「
葬
」
に
こ
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
小
林
前
掲
注

（
５
）論
文
が
、「
少
な
く
と
も
魯
国
で
は
前
君
の
『
薨
』
を
う
け
遺

体
を
前
に
い
わ
ゆ
る
柩
前
即
位
に
よ
っ
て
、
新
君
は
前
君
に
交
代

し
即
位
し
た
」（
一
三
八
頁
）
と
推
察
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、

春
秋
時
代
の
即
位
に
お
け
る
「
立
」
あ
る
い
は
「
即
位
」
と
い
う

新
君
誕
生
の
一
つ
の
段
階
だ
け
に
注
目
し
た
も
の
で
、「
薨
」
後
の

柩
前
即
位
の
み
を
新
君
が
誕
生
し
た
時
点
と
規
定
し
な
い
方
が
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
他
国
の
君
主
に
関
す
る
「
某

子
」
と
い
う
表
現
を
、
諸
侯
で
は
な
い
が
「
国
君
の
代
理
者
」
と

し
た
点
も
、
吉
本
道
雅
「
春
秋
五
等
爵
考
」（『
東
方
学
』
第
八
七

輯
、
一
九
九
四
年
）
が
「
某
子
」
を
「
先
君
未
葬
の
段
階
で
の
国

君
の
称
謂
」（
三
頁
）
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
、「
立
」
あ
る
い
は

「
即
位
」
ま
で
行
っ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
「
葬
」
を
行
っ
て
い
な
い

新
君
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
４５
）
吉
本
前
掲
注（
２１
）著
書
、
九
頁
。
原
載
は
「
先
秦
王
侯
系
譜

考
」（『
立
命
館
文
学
』
第
五
六
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
八
六
頁
。

（
４６
）
例
え
ば
、「〔
楚
の
〕
平
王
、
即
位
し
、
既
に
陳
・
蔡
を
封
じ
て
、

皆
之
を
復
す
。
礼
な
り
。
隠
大
子
の
子
廬
を
蔡
に
帰
す
。
礼
な
り
。

悼
大
子
の
子
呉
を
陳
に
帰
す
。
礼
な
り
。
冬
十
月
、
蔡
の
霊
公
を

葬
る
。
礼
な
り
」（
昭
公
一
三
年
）
杜
注
「
国
復
せ
ば
、
礼
を
成

し
以
て
葬
る
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
陳
の
事
情
は
不
明
だ
が
、

蔡
で
は
、
復
国
に
際
し
て
君
主
が
ま
ず
先
君
の
「
葬
」
を
執
り
行

っ
て
お
り
、「
葬
」
が
統
治
権
の
集
約
さ
れ
た
「
君
位
」
の
継
続
に

お
い
て
、
い
か
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か

が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

史
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（
４７
）
戦
国
期
以
降
、
漢
代
以
前
の
事
例
と
し
て
、
秦
で
も
『
史
記
』

李
斯
列
伝
に
、「
始
皇
帝
沙
丘
に
至
り
、
病
甚
し
。
趙
高
を
し
て
書

を
為
り
、
公
子
扶
蘇
に
賜
は
し
め
て
曰
く
、
兵
を
以
て
蒙
恬
に
属

し
、
喪
と
咸
陽
に
会
し
て
葬
れ
、
と
」
と
あ
り
、
こ
の
命
を
受
け

た
趙
高
が
胡
亥
に
向
か
っ
て
「
独
り
長
子
に
書
を
賜
へ
り
。
長
子

至
ら
ば
、
即
ち
立
ち
て
皇
帝
と
為
ら
ん
」
と
語
り
か
け
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
秦
で
も
「
葬
」
を
行
う
こ
と
で
次
期
君
主
（
皇

帝
）
が
誕
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
４８
）
西
嶋
定
生
「
皇
帝
支
配
の
成
立
」（
荒
松
雄
ほ
か
編
『
岩
波
講

座
世
界
歴
史
４

東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
�
』、
岩
波
書
店
、
一
九

七
〇
年
、
二
五
六
頁
。
後
に
西
嶋
定
生
『
中
国
古
代
国
家
と
東
ア

ジ
ア
世
界
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
、
八
九
〜
九
〇
頁

お
よ
び
同
『
西
嶋
定
生
東
ア
ジ
ア
史
論
集

第
１
巻

中
国
古
代

帝
国
の
秩
序
構
造
と
農
業
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
四
二
頁

に
所
収
）
で
指
摘
し
た
「
即
位
式
」
の
問
題
を
、
氏
は
西
嶋
前
掲

注（
３
）論
文
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
そ
の
解
明
に
取
り
組
ま
れ
た
。

（
４９
）
『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
か
ら
本
稿
で
検
討
し
た
「
立
」「
即

位
」
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、『
公
羊
伝
』
に
は
「
立
」
が
二
三
例
、

「
即
位
」
が
一
四
例
見
ら
れ
、『
穀
梁
伝
』
に
つ
い
て
は
、「
立
」
が

八
例
で
「
即
位
」
が
一
二
例
見
ら
れ
る
。
確
か
に
『
公
羊
伝
』
に

は
宋
の
繆
公
に
関
し
て
、「
吾
の
立
つ
る
や
此
れ
摂
な
り
」（
隠

公
三
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
立
」
を
「
摂
」
と
解
釈
す
る
記
事
が

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
立
」
が
次
期
君
主
と
な
る
た
め
の
即
位

の
最
初
の
段
階
で
あ
っ
た
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
し
か
し
、
例
え
ば
「
即
位
」
に
つ
い
て
は
、『
公
羊
伝
』
の
一

四
例
の
う
ち
一
三
例
が
魯
の
事
例
で
（
残
り
の
一
例
は
周
）、『
穀

表３ 君主の死亡数と『春秋』の「葬」

君主の
死亡数

『春秋』に
「葬」あり

『春秋』に
「葬」なし

「葬」なしの理由

小国 殺害 不明

恵公 １ １ ０ ０ ０ ０
隠公 ８ ２ ６ ２ ２ ２
桓公 １０ ８ ２ ０ １ １
荘公 １３ ６ ７ ３ ３ １
閔公 １ ０ １ ０ １ ０
僖公 １９ １１ ８ ０ １ ７
文公 １８ ６ １２ ２ ６ ４
宣公 １６ ９ ７ １ ２ ４
成公 １６ １０ ６ ３ ０ ３
襄公 ２４ １６ ８ １ ４ ３
昭公 ３４ ２７ ７ １ ２ ４
定公 １３ １０ ３ ０ ３ ０
哀公 １４ １１ ３ １ １ １

合計 １８７ １１７ ７０ １４ ２６ ３０

・君主の死亡数とは『春秋』『左伝』から取り上げた君主の死亡記事で１８７例ある．そのうち『春秋』には１１７例の
「葬」記事があるが，７０例には「葬」記事がない．
・「葬」記事のない理由を『左伝』から調べると，小国（滕・宿・�・薛・�）の場合が１４例で，殺害による場合が
２６例と計４０例ある．なお殺害と小国が重なる場合は殺害を優先した．
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梁
伝
』
に
至
っ
て
は
魯
の
君
主
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
資
料
的
偏
り
が
あ
る
以
上
、「
立
」
と
の
違
い
は
見
出
し
に
く
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
同
時
代
資
料
と
し
て
考
え
ら
れ
る

春
秋
金
文
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
教
育
部
人
文
社
会
科
学
重
点

研
究
基
地
他
編
『
金
文
引
得
（
春
秋
戦
国
巻
）』（
広
西
教
育
出
版

社
、
二
〇
〇
二
年
）
を
見
る
限
り
、「
立
」
が
五
例
で
、「
即
位

（
即
立
）」
に
つ
い
て
は
一
つ
も
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
、
絶
対
的

な
資
料
不
足
と
資
料
的
偏
り
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
も
そ
も
君
主

の
即
位
に
関
わ
る
記
述
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
か
ら
両
者
の
違
い

は
も
ち
ろ
ん
、
即
位
の
実
態
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
あ
る
。

（
５０
）
『
国
語
』『
史
記
』
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
「
立
」「
即
位
」
を

取
り
上
げ
て
み
る
と
、
ま
ず
『
国
語
』
に
関
し
て
は
、「
立
」
が
四

六
例
で
「
即
位
」
が
一
三
例
見
ら
れ
、
特
に
「
立
」
に
つ
い
て
は
、

「
宣
王
長
じ
て
之
を
立
つ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
〜
を
立
つ
」
と
い

う
記
述
が
目
に
付
き
、
そ
の
意
味
で
「
立
」
に
は
君
主
を
擁
立
す

る
存
在
が
多
い
と
し
た
本
文
の
指
摘
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
た
「
即
位
」
一
三
例
の
う
ち
一
〇
例
が
晋
の
事
例
で
あ
り

（
残
り
の
一
例
は
周
で
、
二
例
は
越
の
記
事
）、「
立
」
と
の
違
い
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
、『
史
記
』
に
つ
い
て
は
、「
立
」
が
二
一
〇
例
で
「
即
位
」

が
一
六
例
と
な
っ
て
お
り
、
吉
本
前
掲
注（
２１
）著
書
（
初
出
は

「
呉
系
譜
考
」『
立
命
館
文
学
』
第
五
六
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
も

注
の
中
で
は
あ
る
が
、「『
史
記
』
の
系
譜
は
、
父
子
相
続
の
場
合
、

『
Ａ
卒
、
子
Ｂ
立
』
の
書
式
を
採
る
こ
と
が
よ
り
一
般
的
で
あ
る
。

魯
世
家
系
譜
は
、『
魯
公
伯
禽
卒
、
子
考
公
酋
立
、
考
公
四
年
卒
、

立
弟
熙
、
是
謂
煬
公
』
の
よ
う
に
、
兄
弟
相
続
に
つ
い
て
は
、『
立

弟
ａ
、
是
謂
Ａ
』（
Ａ
は
謚
・
ａ
は
諱
）
の
書
式
を
採
る
が
、
恵
公

以
降
、『
孝
公
卒
、
子
弗
湟
立
、
是
為
恵
公
』
の
よ
う
に
、
父
子
相

続
に
も
、
こ
の
書
式
を
採
用
す
る
」（
三
一
〇
頁
）
と
指
摘
す
る
よ

う
に
、
新
君
の
即
位
が
圧
倒
的
に
「
立
」
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
『
左
伝
』
の
よ
う
な
比
較
は
難
し
い
も
の

の
、
斉
の
懿
公
・
荘
公
・
悼
公
・
平
公
、
衛
の
懿
公
・
荘
公
、
晋

の
文
公
・
悼
公
、
楚
の
成
王
・
荘
王
・
霊
王
、
鄭
の
昭
公
・
�
公

な
ど
は
「
立
」
の
後
に
「
即
位
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
特
に
第
一

節
で
も
取
り
上
げ
た
晋
の
悼
公
に
つ
い
て
は
、〔
正
月
〕
庚
午
に

「
立
」、
二
月
乙
酉
に
「
即
位
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
左
伝
』
と
同
様
、

両
者
の
区
別
が
見
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。
た
だ
し
『
史
記
』
の
取

材
し
た
資
料
が
『
左
伝
』
に
由
来
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、『
史

記
』
か
ら
「
立
」
と
「
即
位
」
と
の
区
別
を
見
出
す
こ
と
は
や
は

り
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

（
５１
）
『
左
伝
』
の
史
料
的
価
値
と
新
君
誕
生
の
認
識
に
関
す
る
こ
と

で
言
え
ば
、
注（
２６
）で
も
少
し
述
べ
た
、
平
�
氏
が
年
代
矛
盾
を

解
消
す
る
際
に
手
が
か
り
と
し
た
称
元
法
の
問
題
、
特
に
、
前
三

三
八
年
に
斉
で
開
始
さ
れ
た
踰
年
称
元
法
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
立
年
称
元
法
に
つ
い
て
は
、
氏
が
『
史
記
』
に
見
え
る

「
立
」
を
「
即
位
の
こ
と
と
考
え
て
」（
前
掲
注（
４
）「
戦
国
紀
年
再

構
成
に
関
す
る
試
論
」、
二
八
頁
）
導
き
出
し
た
も
の
で
、
本
稿
で

も
「
立
」
の
検
討
を
行
っ
た
以
上
、
触
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
確
か
に
、
注（
５０
）で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
史
記
』
で
は
基

本
的
に
「
立
」
が
新
君
誕
生
の
時
点
を
示
す
と
考
え
ら
れ
、
戦
国

期
の
よ
う
な
『
史
記
』
以
外
に
ま
と
ま
っ
た
史
料
が
乏
し
い
時
代

史
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に
関
し
て
は
、「
立
」
を
新
君
の
紀
年
の
始
ま
り
と
い
う
意
味
で
の

「
正
式
即
位
」
と
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
春
秋
時

代
に
関
し
て
は
、
当
代
の
史
実
が
語
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
史
料

と
し
て
『
史
記
』
以
外
に
『
左
伝
』
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
「
立
」

は
即
位
の
最
初
の
段
階
に
過
ぎ
ず
、「
立
」
以
外
に
も
元
年
の
始
ま

り
を
示
す
可
能
性
の
あ
る
時
点
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
こ
と
が
、

今
回
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
少
な
く
と
も
「
立
」
を

「
即
位
の
こ
と
と
考
え
」
た
場
合
の
立
年
称
元
法
が
春
秋
時
代
に
行

わ
れ
た
か
ど
う
か
は
確
定
し
が
た
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

春
秋
時
代
の
人
々
が
ど
う
新
君
の
誕
生
を
認
識
し
た
か
と
、
新
君

の
始
ま
り
を
後
に
暦
と
し
て
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
は
別

問
題
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
平
�
氏
の
検
討
は
『
史
記
』
を
出
発
点

と
し
て
い
る
た
め
、
今
回
の
『
左
伝
』
の
検
討
を
も
と
に
、
ど
の

時
点
を
新
君
の
紀
年
の
始
ま
り
と
考
え
る
か
は
私
の
課
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
何
よ
り
『
左
伝
』
か
ら
称
元
法
を

探
る
に
は
、『
左
伝
』
を
ど
の
よ
う
な
史
料
と
捉
え
る
か
、
特
に

『
左
伝
』
が
踰
年
称
元
法
で
整
理
さ
れ
て
い
る
『
春
秋
』
の
伝
で
あ

る
と
い
う
部
分
を
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い
っ
た
重
大
な
問
題
に
も

関
わ
っ
て
く
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
今
後
の
課
題
と
し
て
お

き
た
い
。
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